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今週のキーワード

創薬DDS革新
経口GLP-1、BBB突破、AI創薬が加速

23
件

記事数

4
カ国

対象国

11.3
%

経口GLP-1減量

21億
ドル

AI創薬投資

今週の全23記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 FDA、新薬を迅速承認 製品承認
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

FDAが乳がん治療薬gedatolisibに7月期日、IgA腎症
治療薬ataciceptを迅速承認、初の制御性T細胞療法Tr
egziも承認し、革新的治療薬の市場投入を加速。

#02
ATTR-CM薬、主要項
目未達

臨床試験
結果

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

AstraZenecaとIonisのATTR-CM治療薬Wainuaの第I
II相試験が主要評価項目を未達。単剤療法サブグルー
プで効果示唆も、開発戦略に影響。

#03 細菌酵素で抗がん剤 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ウォーリック大学が細菌酵素の「ミックス＆マッチ」
システムを解明。抗がん剤Romidepsinの生合成経路
を明らかにし、新規抗がん剤開発の新戦略を提供。

#04
Moderna、mRNA/AI
拡大

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ModernaがmRNA技術をがん・自己免疫疾患へ拡大。
in vivo CAR-T療法やAI駆動型研究プラットフォーム
を発表し、創薬加速を目指す。

#05 BBB突破治療法進展 技術発表
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Denali Therapeuticsが血液脳関門（BBB）突破治療
法の進展を強調。ハンター症候群治療薬AVLAYAH™
が迅速承認され、アルツハイマー病プログラムも進行
中。

#06
セマグルチド、精神疾
患に

臨床研究
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

週1回皮下セマグルチドが統合失調症や双極性障害患
者の体重管理と代謝改善において、他のGLP-1薬より
優位性を示すことが研究で明らかに。

#07
Amgen、AI創薬を加
速

企業報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

AmgenがAIを創薬の「加速器」と強調。複雑なデー
タ分析や仮説生成に貢献するが、人体での薬剤挙動予
測や安全性確保が課題と指摘。

#08
ImagiChem：AI分子
設計

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

芸術的入力から化学的に有効な分子を生成するハイブ
リッドAI手法「ImagiChem」が発表。深層生成モデ
ルでde novo分子設計を加速し創薬デザインを革新。

#09
中国経口GLP-1、9.8
%減量

臨床試験
結果

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Kailera Therapeuticsの経口GLP-1薬HRS-7535が中
国での第3相試験で平均9.8%の体重減少を達成。消化
器系副作用は高いが、経口肥満治療薬市場に影響。

#10 AI生成ゲノムを創出 大学研究
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Stanford HAIがAIを活用し、初のAI生成ゲノムデー
タベースと実行可能ゲノムを創出。タンパク質生化学
やゲノム設計を加速し、バイオエンジニアリングに影
響。

#11 Lilly経口GLP-1が優位 臨床試験
結果

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

Eli Lillyの経口GLP-1薬orforglipronが2型糖尿病と肥
満治療で経口セマグルチドを上回る有効性を示し、優
越性を確立。利便性と低コストで市場を牽引か。

#12 FDA、規制を効率化 規制発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

FDAがドラッグ・リパーパシング公開会議開催と次世
代シーケンシングデータ提出ガイダンス更新を発表。
医薬品開発の効率化と規制対応を強化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
経口GLP-1、11.3%減
量

臨床試験
結果

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

新規経口GLP-1受容体作動薬の第2b相試験で、36週間
にわたり最大11.3%の有意な体重減少と良好な安全性
プロファイルを確認。肥満症治療の経口オプションに
期待。

#14 ナノ粒子でBBB突破 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノ粒子が血液脳関門（BBB）を越える新たな薬物送
達戦略として浮上。ポリマーナノ粒子や表面修飾リガ
ンド結合ナノ粒子がCNS疾患治療に突破口を開く。

#15 経口ペプチド薬の課題 業界レポ
ート

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

経口ペプチド薬の市場拡大に向け、消化管での分解や
低い膜透過性などの課題を克服する革新的送達システ
ムと製剤技術の機会を探る。

#16
経口送達技術シンポジ
ウム

シンポジ
ウム報告

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

ペプチド・核酸・タンパク質の経口送達技術に関する
バーチャルシンポジウムが開催。吸収メカニズム、製
剤技術、経口摂取デバイスの最新イノベーションを議
論。

#17 AI創薬投資が活況 市場レポ
ート

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

AI創薬分野への投資が活況。Alloyがユニコーン化、Is
omorphic Labsが21億ドル調達。AIによる創薬プロ
セス革新への期待と競争激化を示す。

#18 中国GLP-1隔週注射薬 臨床試験
結果

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

中国Gan & Lee社の隔週GLP-1注射薬「ボファングル
チド」が第2b相で2型糖尿病患者の血糖と体重減少に
有効性を示す。利便性向上で市場に新たな選択肢。

#19 PROTACsが創薬打破 学術論文
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

PROTACsと分子糊が疾患原因タンパク質を分解する
新たな治療戦略として注目。従来の創薬限界を打破し
、幅広い疾患領域での治療応用が期待され臨床評価中
。

#20 RNA治療薬の最新動向 レビュー
記事

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

RNAi、ASO、mRNAなどRNAベースの治療薬が難病
標的を拓き、市場投入へ加速。遺伝子レベルでの疾患
治療を可能にし、医薬品市場に大きな変革をもたらす
。

#21 siRNA送達技術最前線 解説記事
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

siRNA送達技術ではLNPとGalNAcコンジュゲートが主
要プラットフォーム。次世代イノベーションは肝臓外
ターゲティングに焦点、適用範囲を拡大。

#22 LNPの臓器選択性 解説記事
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

脂質ナノ粒子（LNP）は核酸送達において臓器選択性
を確立。組成最適化により肝臓、脾臓、肺など特定の
臓器への選択的蓄積が可能になり、精密医療への応用
拡大。

#23
RNA治療薬パイプライ
ン

市場レポ
ート

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

RNA治療薬のパイプラインが加速し、20社以上が90
超の候補薬を開発中。MirumとRegeneronが第3相試
験を開始し、多様な疾患領域での臨床応用が進展。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 経口GLP-1薬の「次」は何か？自社のDDS技術は競争優位を築けるか？
Eli Lillyのorforglipronが経口セマグルチドを上回る有効性を示し、中国ではHRS-7535が9.8%の体重減少を達成。経口G
LP-1市場は激化の一途を辿っています。注射剤からの置き換えが進む中、日本企業は独自の経口DDS技術でこの巨大市場
にどう食い込むべきか、あるいは新たなターゲットを見出すべきか、戦略が問われます。

❷
難攻不落の血液脳関門（BBB）、DDS技術で突破できるか？CNS疾患治療のパラダイムシフトに備えよ
Denali TherapeuticsがBBB突破技術でハンター症候群治療薬を迅速承認し、アルツハイマー病治療薬も臨床入り。ナノ
粒子によるBBB透過も有望視されています。これまで治療が困難だったCNS疾患へのDDS技術は、日本の材料・製薬企業
にとって大きな機会です。この技術動向を注視し、自社の材料技術やDDS研究を加速させる必要があります。

❸ AI創薬への巨額投資、自社は乗り遅れていないか？研究開発の効率化と新規ターゲット探索の鍵
Isomorphic Labsが21億ドル、Alloy Therapeuticsが4000万ドルを調達するなど、AI創薬への投資が活況です。Modern
aもAIプラットフォームを導入し、スタンフォード大学はAI生成ゲノムを創出。AIは創薬の「加速器」であり、データ解
析から分子設計、ゲノム設計までを革新します。日本企業はAI導入の現状を再評価し、人材育成と戦略的投資を急ぐ必要
があります。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

経口GLP-1BBB突破

AI創薬PROTACs

RNA治療

FDA承認 ATTR-CM失敗

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 経口GLP-1 注意 巨大市場への参入機会 既存DDSの陳腐化リスク

● BBB突破 機会大 CNS治療薬市場への参入 なし

● AI創薬 注意 R&D;効率化・新規発見 投資・人材獲得競争激化

● PROTACs 機会大 Undruggable標的への挑戦 なし

● RNA治療 注意 遺伝子レベル治療の拡大 既存薬市場の侵食リスク
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● FDA承認 参考 新薬開発の加速 データ提出要件の厳格化

● ATTR-CM失敗 脅威大 競合他社への機会 ASO開発リスクの顕在化



創薬・DDS Weekly Intelligence Report | 2026-07-11 | Page 5

深掘り ① ― Lilly経口GLP-1、既存薬を凌駕
#11 | 2026/07/08 | ScienceDaily | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

Eli Lillyの1日1回経口GLP-1受容体作動薬orforglipronが、2型糖尿病および肥満の成人患者において、既存の経口セマ
グルチド（Ozempic）を上回る優れた血糖コントロールと体重減少効果を示しました。ACHIEVE/ATTAIN-2試験では
、最大70%の患者がHbA1c 7%未満を達成し、有意な体重減少も確認されています。

orforglipronは注射不要で冷蔵も特殊な食事タイミングも不要なため、患者の服薬アドヒアランス向上と製造コスト低
減に貢献し、世界的なアクセス拡大が期待されます。ただし、消化器系の副作用発生率はセマグルチドより高いと報告
されており、忍容性管理が今後の課題となります。

▶ 技術者の視点

Lillyのorforglipronは、経口GLP-1市場のゲームチェンジャーとなる可能性を秘めています。既存の経口
セマグルチドを上回る有効性は注目に値しますが、消化器系副作用の発生率がやや高い点は、長期的な
患者アドヒアランスに影響を与える可能性があります。特に、日本市場では副作用への感受性が高いた
め、市販後のリアルワールドデータが重要となるでしょう。日本企業にとっては、この強力な競合薬の
登場は脅威ですが、より副作用の少ない経口DDS技術や、GLP-1以外の新規作用機序を持つ肥満・糖尿
病治療薬の開発機会とも捉えられます。R&D;部門は、この有効性データを詳細に分析し、自社のDDS
技術の優位性を再評価するとともに、次世代の経口薬開発に向けた戦略を加速すべきです。

深掘り ② ― 血液脳関門突破、CNS治療に光
#05 | 2026/07/10 | BioSpace | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●○○

Denali Therapeuticsが、血液脳関門（BBB）を介した生物学的治療法の送達における画期的な進展を発表しました。
同社は既に、BBBを通過するように設計された初の生物製剤AVLAYAH™をハンター症候群治療薬としてFDAから迅速
承認を受けています。

DenaliのTVトランスポート技術は、トランスフェリン受容体結合抗体を利用し、大型の生物学的製剤を脳内へ効率的に
輸送します。アルツハイマー病を対象としたDNL628 (OTV:MAPT) およびDNL921 (ATV:Abeta)
の第1/1b相臨床試験も開始されており、神経変性疾患治療に大きな期待が寄せられています。

▶ 技術者の視点

BBB突破技術は、中枢神経疾患治療における長年のボトルネックを解消する真のブレークスルーです。
DenaliのAVLAYAH™の迅速承認は、この技術が臨床的に有効であることを証明する重要なマイルストー
ンであり、提示されたデータは非常に有望です。しかし、アルツハイマー病プログラムはまだ初期段階
であり、長期的な安全性と有効性のデータが待たれます。日本企業、特にDDS技術やバイオ医薬品開発
に強みを持つ企業にとっては、この分野への参入は大きな機会です。既存のDDS技術をBBB突破に応用
する研究を加速し、神経疾患領域での新たなパイプライン創出を目指すべきです。材料メーカーは、ナ
ノ粒子やリガンド修飾技術など、BBB透過を可能にする素材開発に注力すべきでしょう。
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深掘り ③ ― PROTACsが創薬の限界を打破
#19 | 日付不明 | PMC | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●○○

PROTACs（プロテオリシス標的キメラ）と分子糊は、従来の「占有駆動型薬理学」の限界を克服し、疾患原因タンパ
ク質を標的として分解・除去する革新的な治療戦略として注目されています。これらのモダリティは、内在性ユビキチ
ン-プロテアソーム系を活性化することで機能し、標的タンパク質の完全な除去を目指します。

特にARV-110がヒト腫瘍での分解を実証し初期抗腫瘍活性を示したことは、PROTACsがin vivoで機能し治療効果を発
揮する可能性を示す重要なマイルストーンです。腫瘍学、神経変性疾患、炎症性疾患など幅広い領域での治療応用の可
能性を大きく広げています。

▶ 技術者の視点

PROTACsと分子糊は、従来の創薬では「undruggable（薬にできない）」とされてきた標的にもアプ
ローチできる点で、創薬パラダイムを根本から変える可能性を秘めています。その触媒的な作用メカニ
ズムは、低用量での効果や持続性をもたらす点で非常に魅力的です。ただし、オフターゲット分解によ
る副作用のリスクや、経口バイオアベイラビリティの最適化は依然として課題です。日本企業にとって
は、この新規モダリティへの早期参入が、将来の競争優位を築く上で不可欠です。R&D;部門は、PROT
ACs設計の最適化、新規E3リガーゼの探索、そしてDDS技術との組み合わせによる経口化や標的指向性
向上に注力すべきです。特に、日本の材料メーカーは、リンカーやキャリア材料の開発で貢献できる可
能性があります。

その他の注目記事
FDAがCelcuityの乳がん治療薬gedatolisibに7月期日、IgA腎症治療薬ataciceptを迅速承認、Orca BioのTregziを初の制御性T細胞療法として承認 (Life Science
Daily News)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

FDAが複数の画期的新薬を迅速承認。特に初の制御性T細胞療法承認は、細胞療法分野の新たなマイルストーンであり
、日本の再生医療・細胞治療開発にも影響大。

Stanford HAI、AIがタンパク質生化学やゲノム設計を加速し、初のAI生成ゲノムデータベースと実行可能ゲノムを創出 (Stanford HAI)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIがデータ解析から「実行可能ゲノム」の設計へと進化。合成生物学やバイオエンジニアリングの未来を形作る画期的
な成果であり、日本の研究機関も追随すべき領域。

ウォーリック大学、細菌酵素の「ミックス＆マッチ」システム解明により、抗がん剤開発の新戦略を発見 (ScienceDaily (University of Warwick))
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

細菌の生合成経路を解明し、多様な抗がん剤を設計する新戦略。天然物由来の創薬に合成生物学を融合するアプローチ
は、日本の創薬研究にも新たな視点を与える。

Moderna、mRNA技術をがん・自己免疫疾患へ拡大、AI駆動型研究プラットフォームを発表し創薬加速 (Drug Discovery and Development)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

ModernaがmRNA技術をワクチン以外のがん・自己免疫疾患へ拡大し、AIプラットフォームを導入。in vivo
CAR-Tなど、日本の製薬企業も注目すべき企業戦略。

AI創薬投資活況：AlloyがシリーズEで4000万ドル調達しユニコーン化、Isomorphic Labsは21億ドルを獲得 (Cure Ventures)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

AI創薬への巨額投資は、この分野が創薬の未来を担うことを明確に示す。日本企業は、AI技術への投資と人材育成を加
速し、国際競争力を高める必要がある。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】Lillyのorforglipronの臨床試験詳細データを精査し、自社の経口GLP-1開発パイプラインとの比較分
析を実施。特に副作用プロファイルとDDS技術の優位性を評価。

• 【経営企画】AI創薬への投資動向（#17）を再確認し、自社のAI戦略と投資計画が国際的なトレンドに合致し
ているか緊急レビューを開始。特に、AI人材の確保と育成計画を検討。

• 【調達】FDAの次世代シーケンシングデータ提出ガイダンス（#12）を確認し、関連するサプライヤーやパート
ナー企業とのデータ連携・提出体制について情報収集を開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/DDS】Denali TherapeuticsのBBB突破技術（#05）に関する詳細情報を収集し、自社のDDS技術をC
NS疾患治療に応用する可能性について予備検討を開始。ナノ粒子DDS（#14）の最新動向も併せて調査。

• 【R&D;/創薬】PROTACsと分子糊（#19）の最新研究動向を深掘りし、自社の創薬ターゲットに適用可能か、
また新規モダリティとして開発パイプラインに組み込む可能性を評価するワーキンググループを設置。

• 【事業開発】経口GLP-1市場の競争激化（#11, #09）を踏まえ、中国市場を含むグローバルな市場分析を更新
。自社の強みを生かせるニッチ市場や提携機会を探索。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/合成生物学】AI生成ゲノム（#10）や細菌酵素の「ミックス＆マッチ」システム（#03）など、合成
生物学とAIの融合による創薬の可能性を評価する長期研究テーマを設定。大学やスタートアップとの連携を検討
。

• 【経営企画/R&D;】mRNA技術の応用拡大（#04）やRNA治療薬の進化（#20, #21, #22）が既存事業に与え
る影響を評価し、中長期的なポートフォリオ戦略を見直す。特に、LNP技術の肝臓外ターゲティング（#21,
#22）は重要。

• 【R&D;/臨床開発】ATTR-CM治療薬の失敗事例（#02）から、希少疾患や難病における臨床試験デザイン、バ
イオマーカー選定の教訓を抽出し、自社の開発戦略に反映させる。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-11
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収録記事一覧

#01 FDAがCelcuityの乳がん治療薬gedatolisibに7月期日、IgA腎症治療薬ataciceptを迅速承認、
Orca BioのTregziを初の制御性T細胞療法として承認

#02 AstraZenecaとIonisのATTR-CM治療薬Wainua (eplontersen) 第III相CARDIO-TTRansform試

験が主要評価項目未達

#03 ウォーリック大学、細菌酵素の「ミックス＆マッチ」システム解明により、抗がん剤開発の新戦
略を発見

#04 Moderna、mRNA技術をがん・自己免疫疾患へ拡大、AI駆動型研究プラットフォームを発表し創
薬加速

#05 Denali Therapeutics、AAIC 2026で血液脳関門突破治療法の進展を強調し、アルツハイマー病

プログラムの進捗を報告

#06 統合失調症や双極性障害患者の体重管理に週1回皮下セマグルチドが他のGLP-1薬より優位性を
示す

#07 Amgen、AIが創薬の「加速器」であることを強調、その潜在能力を最大限引き出すための課題
を提示

#08 ImagiChem：芸術的入力から化学的に有効な分子を生成するハイブリッドAI手法が『ACS
Omega』に発表、創薬デザインを加速

#09 Kailera Therapeutics、中国で経口GLP-1薬HRS-7535の肥満症第3相試験で平均9.8%の体重減
少を達成

#10 Stanford HAI、AIがタンパク質生化学やゲノム設計を加速し、初のAI生成ゲノムデータベース

と実行可能ゲノムを創出

#11 Lillyの経口GLP-1薬orforglipron、2型糖尿病と肥満の治療で経口セマグルチドを上回る有効性を
示し、ACHIEVE/ATTAIN-2試験で優越性確立

#12 FDA、新薬開発の「 ड्र ग・リパーパシング」公開会議開催と次世代シーケンシングデータ提出ガ
イダンス更新を発表

#13 経口GLP-1受容体作動薬の第2b相試験で、36週間にわたり最大11.3%の有意な体重減少と良好

な安全性プロファイルを確認

#14 中枢神経疾患治療に突破口：ナノ粒子が血液脳関門を越える新たな薬物送達戦略として浮上

#15 経口ペプチド薬の市場拡大に向けた課題解決と革新的送達システムの機会を探る

#16 ペプチド・核酸・タンパク質の経口送達技術を議論：バーチャルシンポジウムが最新イノベーシ
ョンを発表

#17 AI創薬投資活況：AlloyがシリーズEで4000万ドル調達しユニコーン化、Isomorphic Labsは21
億ドルを獲得



#18 中国Gan & Lee社の隔週GLP-1注射薬「ボファングルチド」、第2b相で2型糖尿病患者の血糖と
体重減少に有効性示す

#19 PROTACsと分子糊が創薬の限界を打破：疾患原因タンパク質を分解する新たな治療戦略が臨床評

価中

#20 RNA治療薬の最新動向：RNAi、ASO、mRNAが難病標的を拓き、市場投入へ加速

#21 siRNA送達技術の最前線：LNPとGalNAcコンジュゲート、肝臓外ターゲティングが次世代イノベ
ーションを牽引

#22 高度な薬物送達を可能にする脂質ナノ粒子（LNP）：核酸送達における臓器選択性と応用拡大

#23 RNA治療薬パイプラインが加速：20社以上が90超の候補薬を開発中、MirumとRegeneronが第
3相を開始



#01 FDAがCelcuityの乳がん治療薬gedatolisibに7月期
日、IgA腎症治療薬ataciceptを迅速承認、Orca Bioの
Tregziを初の制御性T細胞療法として承認

概要

米国FDAは、2026年7月および8月に複数の重要な承認決定および目標期日を設定しま

した。Celcuity社のHR+/HER2-乳がん治療薬gedatolisibは画期的新薬指定と優先審査を
受け、2026年7月17日にPDUFA目標期日を迎えます。また、2026年7月7日にはVera

Therapeutics社のatacicept (Trutakna)がIgA腎症治療薬として迅速承認され、Orca Bio社

のTregziが米国初の制御性T細胞療法として承認されました。これらの承認は、特定の
がん、自己免疫疾患、および希少疾患に対する新たな治療選択肢を提供し、患者アウ
トカムの大幅な改善に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月09日  Life Science Daily News  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、2026年7月および8月に複数の画期的な医薬品の承認決定
を発表し、医療界に新たな進展をもたらしています。特に注目されるのは、Celcuity社
のHR+/HER2-乳がん治療薬gedatolisibが、その革新性と臨床的有効性が評価され、画期
的新薬指定および優先審査を受けている点です。同薬は2026年7月17日をPDUFA（処方
薬ユーザーフィー法）目標期日としており、承認されれば、治療が困難なこのサブタイ
プの乳がん患者にとって重要な選択肢となるでしょう。GEDATOLISIBは、PI3K/mTOR経
路を阻害する初のデュアル阻害剤として期待されており、現在の治療抵抗性メカニズム
を克服する可能性があります。

技術・臨床詳細

2026年7月7日には、Vera Therapeutics社のIgA腎症治療薬atacicept (Trutakna) が成人患
者のタンパク尿を減少させる新薬として迅速承認されました。IgA腎症は進行性の自己
免疫性腎疾患であり、効果的な治療選択肢が限られていたため、この承認は患者にとっ
て大きな朗報です。AtaciceptはBLySおよびAPRILの両方を標的とする初の二重阻害剤で
あり、疾患の根本原因にアプローチすることで、腎機能の低下抑制が期待されます。さ
らに、Orca Bio社のTregziが米国で初めて制御性T細胞療法として承認されたことは、細
胞療法分野におけるマイルストーンとなります。Tregziは、移植後の拒絶反応や自己免
疫疾患の治療において、特異的な免疫寛容を誘導する可能性を秘めています。この制御
性T細胞を用いたアプローチは、従来の免疫抑制剤に代わる、より安全で効果的な治療
法を提供する可能性があります。

背景・業界文脈

これらの承認は、FDAが革新的な治療法を迅速に市場に投入しようとする姿勢を明確に
示しています。特に、希少疾患やアンメットメディカルニーズが高い分野において、画
期的新薬指定や優先審査を活用することで、患者へのアクセスを加速させています。
Gilead Sciences社のHIV治療薬BIC/LENも優先審査を受け、2026年8月27日のPDUFA期日
を控えており、HIV治療の選択肢がさらに拡充される見込みです。これらの動きは、製
薬企業がよりターゲットを絞った高精度医療、特に細胞・遺伝子治療や免疫療法への投
資を加速させるインセンティブとなるでしょう。業界全体としては、ブレークスルーセ
ラピー指定を受けた薬剤の臨床開発から承認までのプロセスが効率化され、革新的な医
薬品がより迅速に患者に届くエコシステムが構築されつつあります。



今後の展望

今後、これらの新規承認薬はそれぞれの疾患分野で標準治療に組み込まれ、患者の生活
の質を向上させることが期待されます。特に制御性T細胞療法のような高度な細胞治療
の承認は、将来的な再生医療や個別化医療の進展に向けた基盤を築くものです。企業に
とっては、これらの承認が新たな市場機会を創出し、研究開発投資の正当性を証明する
ものとなります。また、引き続きFDAは、新技術やデータ提出に関するガイダンスを更
新し、医薬品開発の透明性と効率性を高める努力を続けるでしょう。これらの進展は、
バイオ医薬品業界全体の成長をさらに加速させ、将来の創薬トレンドを形成する重要な
要素となります。

元記事: https://lifesciencedaily.news/fda-drug-approval-decisions-to-watch-july-and-august-2026/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://lifesciencedaily.news/fda-drug-approval-decisions-to-watch-july-and-august-2026/


#02 AstraZenecaとIonisのATTR-CM治療薬Wainua
(eplontersen) 第III相CARDIO-TTRansform試験が主要評
価項目未達

概要

AstraZenecaとIonis Pharmaceuticalsが開発するトランスサイレチン媒介性アミロイド

心筋症 (ATTR-CM) 治療薬Wainua (eplontersen) の第III相CARDIO-TTRansform試験が、
主要評価項目である心血管死と再発性心血管イベントの複合エンドポイントを達成で
きませんでした。全体集団ではプラセボとの有意差は認められませんでしたが、単剤

療法患者の事前特定サブグループでは名目上有意な効果が示唆されました。安全性プ
ロファイルはこれまでの試験と一貫しており、概ね良好な忍容性を示しています。

公開日 2026年07月09日  AstraZeneca  イギリス



詳細

主要成果

AstraZenecaとIonis Pharmaceuticalsが共同開発を進めていたトランスサイレチン媒介性
アミロイド心筋症（ATTR-CM）治療薬Wainua（ eplontersen）の第 III相CARDIO-
TTRansform臨床試験は、主要評価項目を達成できませんでした。主要評価項目は、心
血管死と再発性心血管臨床イベントの複合エンドポイントであり、140週までの追跡期
間において、全体集団でプラセボと比較して統計的に有意な効果は認められませんでし
た。この結果は、ATTR-CM治療薬の開発競争において重要な一歩となる可能性がありま
す。

技術・臨床詳細

Wainua (eplontersen) は、トランスサイレチン (TTR) mRNAを標的とするアンチセンス
オリゴヌクレオチド (ASO) であり、TTRタンパク質の産生を抑制することで疾患の進行
を遅らせることを目的としています。ATTR-CMは、TTRタンパク質の異常な蓄積によっ
て心臓にアミロイド沈着が生じ、心不全を引き起こす重篤な疾患です。CARDIO-

TTRansform試験は、ATTR-CM成人患者を対象にWainuaの有効性と安全性を評価する大
規模な国際多施設共同試験でした。主要評価項目の未達は、全体集団におけるTTR産生
抑制と臨床アウトカム改善との相関が期待ほど明確ではなかったことを示唆します。し
かし、試験の事前特定されたサブグループ解析では、Wainuaを単剤療法として受けた
患者集団において、心血管イベントのリスクに名目上有意な利益が観察されました。こ
の結果は、特定の患者群においてはWainuaが有効である可能性を示唆しており、さら
なる詳細な分析が求められます。安全性プロファイルに関しては、Wainuaは一般的に
良好な忍容性を示し、これまでの臨床試験で報告された結果と一貫していました。



背景・業界文脈

ATTR-CMは、診断が難しく治療選択肢が限られていたことから、近年、製薬業界の主要
な研究開発ターゲットの一つとなっています。現行の治療法には、TTR安定化剤やTTR

産生抑制剤などが含まれ、いずれも疾患の進行を遅らせることを目指しています。今回
のWainuaの主要評価項目未達は、ATTR-CMという複雑な疾患に対する治療薬開発の難
しさを示しています。しかし、サブグループ解析で示された名目上有意な効果は、治療
法が特定の患者サブタイプにより効果的に作用する可能性があるという、個別化医療の
重要性を浮き彫りにします。この結果は、競合する他のATTR-CM治療薬、特に異なる作
用機序を持つ薬剤の開発企業にとっては、戦略的な再評価を促す要因となるでしょう。
市場における競争環境や、新規参入を目指す企業への影響も考慮する必要があります。

今後の展望

今回の試験結果は、AstraZenecaとIonis PharmaceuticalsのATTR-CM治療薬開発戦略に影
響を与える可能性があります。両社は、サブグループ解析で得られた肯定的なシグナル
をさらに評価し、将来的な開発戦略を決定する見込みです。例えば、特定の患者集団を
対象としたさらなる臨床試験の実施や、他の併用療法との組み合わせによる効果の検討
などが考えられます。研究者やエンジニアにとっては、この結果からATTR-CMの病態生
理学に関する理解を深め、より効果的な標的を特定するための洞察が得られる可能性が
あります。投資家は、ATTR-CM市場におけるリスクと機会を再評価し、長期的なパイプ
ラインの価値を検討することになるでしょう。ATTR-CM治療薬の開発は継続されるもの
の、今回の結果は、臨床試験デザインにおける患者選択やバイオマーカーの重要性を改
めて浮き彫りにしました。

元記事: https://www.astrazeneca.com/media-centre/press-releases/2026/update-cardio-ttransform-

phase-iii-trial.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.astrazeneca.com/media-centre/press-releases/2026/update-cardio-ttransform-phase-iii-trial.html
https://www.astrazeneca.com/media-centre/press-releases/2026/update-cardio-ttransform-phase-iii-trial.html


#03 ウォーリック大学、細菌酵素の「ミックス＆マッチ」
システム解明により、抗がん剤開発の新戦略を発見

概要

ウォーリック大学の研究者らが、細菌が強力な抗がん剤の多様なバージョンを自然に
生成する「ミックス＆マッチ」システムを解明し、Nature Communications誌に発表
しました。この画期的な発見は、FDA承認薬Romidepsinを含む関連化合物の生成メカ

ニズムを明らかにしました。これにより、将来の抗がん剤開発において、より標的特
異性の高い新規治療法を設計するための新しい戦略が提供されます。自然界の生合成
経路を理解することで、創薬プロセスが大幅に加速される可能性があります。

公開日 2026年07月08日  ScienceDaily (University of Warwick)  イギリス



詳細

主要成果

ウォーリック大学の科学者たちは、細菌が強力な抗がん剤を自然に、かつ多様な形態で
生産する驚くべきメカニズムを解明しました。この発見は、細菌が酵素を使って関連す
る抗がん化合物を「ミックス＆マッチ」で組み立てるシステムを明らかにしたもので、
Nature Communications誌に発表されました。この画期的な知見は、FDA承認薬である
Romidepsinなど、天然由来の抗がん剤の生合成経路を理解し、将来のより効果的ながん
治療薬設計に向けた新しい戦略を提供します。

技術・臨床詳細

研究チームは、Streptomyces属細菌が生産するdepsipeptideと呼ばれる化合物群に焦点
を当てました。depsipeptideは、Romidepsin（別名FK228）に代表されるように、がん
細胞の増殖を抑制する強力な抗腫瘍活性を持つことで知られています。彼らは、これら
の化合物の生合成に関わる酵素が、構造的に類似した複数のビルディングブロックを柔
軟に選択・結合させることで、多様なdepsipeptideアナログを生成していることを発見
しました。これは、まるでレゴブロックを組み合わせるかのように、特定の化学単位
（アミノ酸やヒドロキシ酸など）を様々な順序や組み合わせで連結させる「モジュラー
型」の酵素システムです。このシステムの解明により、どの酵素がどのビルディングブ
ロックを選択し、どのように最終産物を形成するかの規則性が明らかになりました。こ
のメカニズムを理解することで、科学者たちは将来的に、特定の生理活性を持つ抗がん
剤を意図的に設計・合成する「合成生物学」的アプローチへの道を開きます。これによ
り、既存薬の改良や、より強力で副作用の少ない新規抗がん剤の開発が期待されます。



背景・業界文脈

天然物由来の化合物は、長きにわたり創薬の重要な源泉となってきました。特に微生物
が産生する二次代謝産物には、強力な生物活性を持つものが多く、抗生物質や抗がん剤
として利用されています。しかし、その複雑な生合成経路の全容解明は困難であり、生
産される化合物の構造多様性を制御する技術は限られていました。今回のウォーリック
大学の研究は、この分野における長年の課題に新たな光を当て、天然物化学と合成生物
学の境界を曖昧にするものです。これまで、天然由来の抗がん剤の生産は、特定の菌株
を培養し、そこから抽出するという受動的なアプローチが主でした。しかし、この発見
は、酵素の「デザイン」によって、より効率的かつ特異的に望ましい化合物を合成でき
る可能性を示唆しています。これは、製薬企業にとって、新規パイプライン創出のコス
トと時間を削減し、よりターゲットを絞った高精度医療への道を開く画期的なアプロー
チとなります。特に、副作用の軽減や、特定のがんタイプへの選択的効果を持つ薬剤の
開発において、この技術の応用は大きな期待を集めています。

今後の展望

この「ミックス＆マッチ」システムは、抗がん剤だけでなく、抗生物質や免疫抑制剤な
ど、他の天然物由来の薬剤開発にも応用できる汎用性を持っています。エンジニアは、
この酵素システムを遺伝子組み換え技術や代謝工学と組み合わせることで、工業的なス
ケールでの目的化合物の生産を最適化できる可能性があります。研究者にとっては、自
然界の生合成戦略から新たな酵素触媒反応や分子設計のヒントを得る貴重な機会となり
ます。投資家は、合成生物学やAIを活用した創薬スタートアップへの関心を高めるでし
ょう。将来的には、患者の個別のがんプロファイルに合わせてカスタマイズされた天然
物由来の薬剤を迅速に設計・生産できるようになるかもしれません。これは、がん治療
の個別化をさらに推進し、治療の有効性と安全性を飛躍的に向上させる可能性を秘めて
います。この研究は、天然物からの創薬が、合成化学と分子生物学の融合によって新た
な時代を迎えることを明確に示しています。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260701205001.htm

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260701205001.htm


#04 Moderna、mRNA技術をがん・自己免疫疾患へ拡
大、AI駆動型研究プラットフォームを発表し創薬加速

概要

Modernaは年次サイエンスデーで、mRNAプラットフォームの戦略的拡大を発表し、
ワクチン領域を超えてがんおよび自己免疫疾患プログラムを推進します。同社はin

vivo CAR-T細胞療法や固形腫瘍を対象とした新規プログラムに加え、AI駆動型研究プ

ラットフォームを導入し、創薬プロセスを加速させる方針を明らかにしました。この
動きは、mRNA技術の汎用性とAIの計算能力を組み合わせることで、次世代の革新的
治療薬の開発を目指すModernaの野心的な戦略を示しています。投資家は、同社の多

様なパイプラインと技術融合による成長潜在力に注目するでしょう。

公開日 2026年07月08日  Drug Discovery and Development  アメリカ



詳細

主要成果

Modernaは、そのmRNA技術プラットフォームをワクチン分野における成功を超えて、
がんおよび自己免疫疾患という新たな治療領域へと戦略的に拡大することを発表しまし
た。同社の年次サイエンスデーで明らかにされたこの計画には、in vivo CAR-T細胞療法
および固形腫瘍治療を対象とした複数の新規プログラムの立ち上げが含まれています。
さらに、Modernaは、創薬プロセスを劇的に加速させるためのAI駆動型研究プラットフ
ォームの開発も発表し、技術革新へのコミットメントを強調しました。

技術・臨床詳細

ModernaのmRNA技術は、特定のタンパク質をコードするmRNAを細胞に導入すること
で、生体内で治療用タンパク質を生成させることを可能にします。これをがん治療に応
用するにあたり、同社は特にin vivo CAR-T細胞療法に注力しています。これは、患者か
らT細胞を採取して体外で遺伝子改変する従来のCAR-T療法とは異なり、mRNAを体内に
直接導入することで、患者自身のT細胞をin situでCAR-T細胞に変換することを目指すも
のです。このアプローチは、製造プロセスを簡素化し、治療コストを削減し、患者アク
セシビリティを大幅に向上させる可能性を秘めています。固形腫瘍の分野では、腫瘍特
異的抗原を標的とするmRNAワクチンや、免疫チェックポイント阻害剤と併用すること
で効果を高めるmRNAベースのアプローチが探求されています。自己免疫疾患プログラ
ムでは、特定の自己抗原に対する免疫寛容を誘導するmRNA治療薬の開発が進められて
います。AI駆動型研究プラットフォームは、膨大な生物学的データ、化学構造データ、
臨床試験データを解析し、新たな薬剤候補の特定、作用機序の予測、最適化された分子
設計を迅速に行うことで、創薬の成功確率を高め、開発期間を短縮することを目的とし
ています。



背景・業界文脈

Modernaは、COVID-19ワクチンによってmRNA技術の有効性とスケーラビリティを世
界に示し、一躍脚光を浴びました。この成功を受け、同社はmRNA技術が単なるワクチ
ンにとどまらない広範な治療応用の可能性を秘めていることを証明しようとしていま
す。がんや自己免疫疾患は、依然としてアンメットメディカルニーズが高い領域であ
り、既存治療の限界を克服する革新的なアプローチが求められています。in vivo CAR-T

やAIの統合は、バイオ医薬品業界における主要なトレンドを反映しています。多くの企
業が、細胞・遺伝子治療の簡素化と、AI/機械学習を活用した創薬の効率化に注力して
おり、Modernaの戦略はこれらの潮流の最先端を行くものです。この戦略は、競合他社
に対するModernaの差別化要因となり、長期的な成長のドライバーとなることが期待さ
れます。特に、大手製薬企業がmRNA技術の多様な応用に関心を示す中、Modernaの積
極的なパイプライン拡大は、業界全体のmRNAへの期待をさらに高めるでしょう。

今後の展望

ModernaのmRNA技術のがんおよび自己免疫疾患への拡大、そしてAIプラットフォーム
の導入は、同社の将来の成長軌道を大きく左右する戦略的転換点となります。in vivo

CAR-T療法が成功すれば、CAR-T治療のコストとアクセシビリティに関する課題が解決
され、より広範な患者に恩恵をもたらす可能性があります。AI研究プラットフォーム
は、同社のパイプラインにおけるリード化合物の発見から最適化までの時間を短縮し、
開発成功確率を向上させることで、創薬のボトルネックを解消することが期待されま
す。投資家にとっては、ワクチン収入への依存度を低下させ、より多様で持続可能な収
益源を確立するModernaの能力を評価する上で重要な要素となります。今後数年間で、
これらの新規プログラムが臨床試験に進展し、AIが創薬に具体的にどのような貢献をす
るかについて、詳細なデータが注目されることでしょう。Modernaのこの動きは、
mRNA技術がポスト・パンデミック時代において、いかに医療の未来を再定義していく
かを示す強力な事例となるでしょう。

元記事: https://www.drugdiscoverytrends.com/drug-discovery-and-development/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugdiscoverytrends.com/drug-discovery-and-development/


#05 Denali Therapeutics、AAIC 2026で血液脳関門突破
治療法の進展を強調し、アルツハイマー病プログラムの進
捗を報告

概要

Denali TherapeuticsのCEOであるライアン・ワッツ博士は、AAIC 2026（アルツハイマ

ー病協会国際会議）で開会の基調講演を行い、血液脳関門 (BBB) を介した生物学的治
療法の送達における同社の画期的な進展を強調します。同社は既に、BBBを通過する
ように設計された初の生物製剤であるAVLAYAH™ (tividenofusp alfa-eknm) をハンター

症候群治療薬として2026年3月にFDAから迅速承認を受けています。さらに、Denaliは
2026年上半期にアルツハイマー病を対象としたDNL628 (OTV:MAPT) およびDNL921

(ATV:Abeta) の第1/1b相臨床試験を開始しており、神経変性疾患治療への大きな期待が

寄せられています。

公開日 2026年07月10日  BioSpace  アメリカ



詳細

主要成果

Denali Therapeuticsは、2026年のアルツハイマー病協会国際会議（AAIC 2026）におい
て、同社の最高経営責任者であるライアン・ワッツ博士が基調講演を行い、血液脳関門
（BBB）を介した生物学的治療法の送達における革新的な進展を強調することを発表し
ました。この進展は、アルツハイマー病を含む神経変性疾患の治療に新たな道を切り開
くものであり、同社は既にハンター症候群治療薬AVLAYAH™ (tividenofusp alfa-eknm) に
ついて、BBBを通過するように設計された初の生物製剤として2026年3月にFDAから迅速
承認を得ています。

技術・臨床詳細

Denali Therapeuticsは、BBBを効率的に突破するための独自技術であるTVトランスポー
ト技術（BBBを介して治療薬を送達するトランスフェリン受容体結合抗体）を開発して
います。この技術により、通常はBBBに阻まれる大型の生物学的製剤を脳内へ効果的に
輸送することが可能になります。AVLAYAH™（tividenofusp alfa-eknm）は、ハンター症
候群の治療薬として、中枢神経系における酵素補充療法を可能にする画期的な製剤で
す。このFDA迅速承認は、DenaliのBBB透過技術の有効性を証明する重要なマイルスト
ーンとなりました。さらに、同社はアルツハイマー病治療薬パイプラインとして
DNL628 (OTV:MAPT) およびDNL921 (ATV:Abeta) を進めています。DNL628は微小管結合
タンパク質タウ（MAPT）を標的とし、タウ病理を減少させることを目指しています。
一方、DNL921はアミロイドベータ（Abeta）を標的とし、アルツハイマー病の主要な病
理学的特徴の一つであるアミロイドプラークの除去を目的としています。これらの候補
薬は、2026年上半期に第1/1b相臨床試験を開始しており、BBBを通過する能力を持つこ
とで、脳内での十分な薬効濃度を達成し、疾患修飾効果を発揮することが期待されてい
ます。



背景・業界文脈

血液脳関門（BBB）は、脳を循環血液中の有害物質から保護する重要な役割を果たしま
すが、同時に多くの治療薬、特に大型の生物学的製剤が脳に到達することを阻害する最
大の障壁でもあります。このため、アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンター症候
群のような中枢神経系疾患の治療薬開発は極めて困難でした。Denali Therapeuticsの
BBB突破技術は、この長年の課題に対する画期的な解決策を提示しています。BBB透過
技術は、神経変性疾患だけでなく、脳腫瘍や他の神経疾患の治療においても大きな可能
性を秘めており、業界全体がその動向に注目しています。この分野での成功は、神経科
学における創薬パラダイムを根本的に変え、未だ治療法が見つかっていない疾患に対す
る新しい治療法の開発を加速させる可能性があります。DenaliのAVLAYAH™の迅速承認
は、この技術が臨床的に有効であることを証明した点で、他のバイオテクノロジー企業
や投資家にとって強力なシグナルとなります。

今後の展望

AAIC 2026での基調講演は、Denali TherapeuticsがBBB透過技術のリーダーとしての地位
を確立し、神経変性疾患治療の未来を形作る上での重要なプラットフォームとなるでし
ょう。アルツハイマー病プログラムのDNL628とDNL921の第1/1b相試験の進捗は、この
難病に対する新たな治療選択肢への期待を高めます。これらの薬剤が有効性を示せば、
BBB透過技術は神経疾患治療における標準的なアプローチの一つとなり得ます。研究者
やエンジニアは、Denaliの成功からヒントを得て、同様のBBB透過戦略を他のモダリテ
ィや疾患に応用する研究を加速させるでしょう。投資家は、BBB透過技術を持つ企業や
神経疾患パイプラインへの関心をさらに高め、この高リスク・高リターンな分野への資
金流入が加速することが予想されます。Denaliの継続的な進展は、神経科学の分野にお
けるイノベーションの加速と、患者にとってより効果的な治療法の提供に大きく貢献す
る可能性を秘めています。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/denali-therapeutics-to-give-opening-plenary-address-

at-alzheimers-association-international-conference-aaic-2026-and-highlight-breakthroughs-in-

delivering-biologic-therapies-across-blood-brain-barrier

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/press-releases/denali-therapeutics-to-give-opening-plenary-address-at-alzheimers-association-international-conference-aaic-2026-and-highlight-breakthroughs-in-delivering-biologic-therapies-across-blood-brain-barrier
https://www.biospace.com/press-releases/denali-therapeutics-to-give-opening-plenary-address-at-alzheimers-association-international-conference-aaic-2026-and-highlight-breakthroughs-in-delivering-biologic-therapies-across-blood-brain-barrier
https://www.biospace.com/press-releases/denali-therapeutics-to-give-opening-plenary-address-at-alzheimers-association-international-conference-aaic-2026-and-highlight-breakthroughs-in-delivering-biologic-therapies-across-blood-brain-barrier


#06 統合失調症や双極性障害患者の体重管理に週1回皮下
セマグルチドが他のGLP-1薬より優位性を示す

概要

新しい研究により、週1回皮下投与のセマグルチドが、統合失調症や双極性障害などの
精神疾患患者における体重減少と代謝改善において、他のGLP-1受容体作動薬よりも優
れた有効性を示すことが明らかになりました。この結果は、精神科入院や症状の悪化

を大幅に増加させることなく達成されており、この集団における肥満と代謝異常とい
う深刻な課題への新たな治療戦略を提供します。研究は、さらなる直接比較試験を通
じて臨床的な優劣を確立する必要があると提言しています。

公開日 2026年07月10日  News-Medical  イギリス



詳細

主要成果

最近発表された研究報告によると、週1回皮下投与のセマグルチドが、統合失調症や双
極性障害などの精神疾患を持つ患者集団において、体重減少と代謝パラメータの改善に
関して、他のGLP-1受容体作動薬と比較して優れた有効性を示すことが明らかになりま
した。この重要な発見は、精神疾患患者に特有の肥満および代謝関連の合併症に対する
効果的な治療選択肢が不足している現状に一石を投じるものです。

技術・臨床詳細

GLP-1受容体作動薬（GLP-1 RA）は、インスリン分泌促進、グルカゴン分泌抑制、胃内
容排出遅延、食欲抑制といった複数のメカニズムを通じて、血糖コントロールと体重減
少に効果を発揮します。今回の研究では、精神疾患患者を対象とした臨床データを解析
し、週1回皮下投与のセマグルチドが、体重減少の平均値やHbA1c、脂質プロファイル
などの代謝指標において、他のGLP-1 RAと比較して統計的有意な改善をもたらすことが
示されました。特に注目すべきは、セマグルチドの使用が精神科入院率や精神症状の悪
化を大幅に増加させなかった点です。精神疾患患者は、疾患そのものや抗精神病薬の副
作用により、体重増加や代謝性疾患のリスクが高く、治療が困難なケースが多いとされ
ています。この研究結果は、セマグルチドがこの脆弱な患者集団において、良好な忍容
性を保ちつつ、臨床的に意義のある利益をもたらす可能性を示唆しています。しかし、
研究者は、より厳密な頭蓋比較試験を実施し、各GLP-1 RA間の明確な臨床的優劣を確立
する必要があると強調しています。

背景・業界文脈

精神疾患患者における肥満と代謝異常は、心血管疾患リスクの増加、生活の質の低下、
そして早期死亡率の上昇に繋がる深刻な公衆衛生上の課題です。従来の生活習慣介入だ
けでは効果が限定的である場合が多く、薬物療法の必要性が高まっていました。しか
し、精神科領域の薬剤は、しばしば体重増加や代謝障害を引き起こすため、治療選択肢
の決定は複雑でした。GLP-1 RAは、その有効性から一般集団における肥満・糖尿病治療
のゲームチェンジャーとして位置付けられていますが、精神疾患患者におけるデータは
まだ不足していました。今回の研究は、セマグルチドがこの特殊な集団においてもその
有効性を発揮することを示し、精神科医や内分泌専門医が治療計画を立てる上で重要な
情報を提供します。これは、製薬企業が特定の患者集団におけるGLP-1 RAの差別化戦略
を検討する上で、新たな市場機会を生み出す可能性を秘めています。



今後の展望

この研究結果は、精神疾患患者の体重管理と代謝改善におけるセマグルチドの役割を拡
大する可能性があります。臨床現場では、精神科医がGLP-1 RAの処方を検討する際の選
択肢としてセマグルチドをより積極的に考慮するようになるでしょう。今後の研究で
は、より大規模で長期的な臨床試験、特に異なるGLP-1 RA間の直接比較試験を通じて、
セマグルチドの長期的な安全性と有効性プロファイルをさらに確立することが重要とな
ります。また、どの精神疾患サブタイプがセマグルチドに最も反応しやすいか、あるい
は特定の抗精神病薬との併用効果なども解明されるべき点です。投資家は、GLP-1 RA市
場の拡大と、未開拓の患者集団における新たな市場セグメントの創出に注目するでしょ
う。この発見は、精神疾患患者の身体的健康アウトカムを改善し、彼らの生活の質を向
上させる上で大きな期待を抱かせるものです。

元記事: https://www.news-medical.net/news/20260709/Semaglutide-outperforms-other-GLP-1-drugs-

for-weight-loss-in-psychiatric-populations.aspx

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.news-medical.net/news/20260709/Semaglutide-outperforms-other-GLP-1-drugs-for-weight-loss-in-psychiatric-populations.aspx
https://www.news-medical.net/news/20260709/Semaglutide-outperforms-other-GLP-1-drugs-for-weight-loss-in-psychiatric-populations.aspx


#07 Amgen、AIが創薬の「加速器」であることを強調、
その潜在能力を最大限引き出すための課題を提示

概要

Amgenと学術機関の科学者たちは、AIが創薬における近道ではなく、研究を加速させ
る強力なツールであることを強調しました。AIは複雑なデータ分析、仮説生成、隠れ
たパターンの特定に貢献していますが、その潜在能力を最大限に引き出すためには、

人体での薬剤挙動予測や安全性確保といった課題の克服が必要です。創薬の全ライフ
サイクルにわたる洞察の統合が、AIの真価を発揮させる鍵となると指摘されていま
す。これは、AIが創薬の未来をどのように変え得るかを示唆する重要な視点です。

公開日 2026年07月09日  Amgen / Drug Discovery and Development  アメリカ



詳細

主要成果

Amgenおよび主要な学術機関の科学者たちは、AIが創薬プロセスを「加速」させる強力
なツールであると強調し、単なる「近道」ではないという重要な視点を提示しました。
AIは、膨大なデータの複雑な分析、新たな仮説の生成、そして従来の分析手法では見過
ごされがちな隠れたパターンの特定において、その価値を既に証明しています。しか
し、その真の潜在能力を解き放ち、創薬に革命をもたらすためには、人体における薬剤
の挙動予測や、薬剤候補の安全性プロファイルの厳格な確保といった重要な課題を克服
する必要があると指摘されています。

技術・臨床詳細

AIは、創薬の初期段階であるターゲット同定からリード化合物最適化、そして前臨床試
験に至るまで、多岐にわたるフェーズでその能力を発揮しています。具体的には、ゲノ
ミクス、プロテオミクス、メタボロミクスといったオミクスデータから疾患関連のバイ
オマーカーや新規ターゲットを迅速に特定するのに役立ちます。また、大規模な化学ラ
イブラリから有望な化合物をスクリーニングしたり、機械学習モデルを用いて物理化学
的特性や薬物動態（ADME）特性を予測することで、化合物の合成・試験サイクルを加
速させることが可能です。Amgenの専門家は、AIが特に、多様なデータセット間の非線
形な関係性を明らかにする点で優れていると述べています。しかし、AIモデルが生成し
た予測や提案を、実際の実験データや臨床的知見とどのように統合し、検証するかが大
きな課題です。特に、薬効と安全性のトレードオフを最適化し、人体という複雑なシス
テムにおける薬剤の挙動を正確に予測するには、AIと人間の専門知識の密接な連携が不
可欠です。



背景・業界文脈

創薬は、高いコスト、長い開発期間、低い成功率が特徴とされる業界です。平均して、
1つの新薬が市場に到達するまでに10年以上、数億ドルから数十億ドルの費用がかか
り、成功率はわずか10%未満とされています。AIの導入は、これらのボトルネックを打
破し、創薬プロセスをより効率的かつ費用対効果の高いものにしようとする業界全体の
努力の一環です。Amgenのような大手製薬企業は、内部の研究開発能力をAIで強化し、
新たなビジネスモデルを構築しようとしています。多くのバイオテックスタートアップ
もAIをコア技術として創薬に参入しており、競争が激化しています。AIは特に、過去に
失敗した膨大な化合物のデータから、成功の可能性を高めるパターンを学習し、新たな
設計原則を提案する点で、従来の創薬手法に比べて優位性を持つと期待されています。
しかし、AIモデルの「ブラックボックス」性、つまり意思決定プロセスの不透明性も課
題として挙げられ、規制当局や臨床現場における信頼性確保が求められています。

今後の展望

AIの創薬への本格的な統合はまだ初期段階にありますが、その進化の速度は驚異的で
す。今後の進歩は、AIモデルの予測精度向上だけでなく、実験室でのウェットラボ実験
とのシームレスな統合、さらには臨床試験データからのリアルタイムなフィードバック
ループの構築にかかっています。研究者やエンジニアは、AIが生成した分子設計や仮説
を迅速に検証できる自動化された実験プラットフォームの開発に注力するでしょう。投
資家は、AI技術と創薬の専門知識を深く融合させた企業に、さらなる資金を投入する可
能性があります。最終的には、AIが新薬開発のあらゆる段階で不可欠な役割を果たすこ
とで、より多くの患者にとって、より早く、より安全で効果的な治療法が提供される未
来が期待されます。AIは単なるツールではなく、人間と協働し、科学的発見のフロンテ
ィアを拡大するパートナーとして進化し続けるでしょう。

元記事: https://www.amgen.com/stories/2026/07/how-ai-is-changing-drug-discovery-and-what-it-will-

take-to-unlock-its-full-potential

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.amgen.com/stories/2026/07/how-ai-is-changing-drug-discovery-and-what-it-will-take-to-unlock-its-full-potential
https://www.amgen.com/stories/2026/07/how-ai-is-changing-drug-discovery-and-what-it-will-take-to-unlock-its-full-potential


#08 ImagiChem：芸術的入力から化学的に有効な分子を
生成するハイブリッドAI手法が『ACS Omega』に発表、
創薬デザインを加速

概要

新しい生成AI手法「ImagiChem」が『ACS Omega』誌で発表されました。このシステ

ムは、視覚情報を化学的先行情報として活用し、化学的に有効で薬剤特性を持つ分子
を設計します。研究によると、構造化された芸術的入力を使用することで、有効な分
子候補の生成効率が大幅に向上することが示されました。ImagiChemは、深層生成モ

デルを応用してde novo分子設計を加速し、計算化学と視覚認知の新たな融合を示唆す
るもので、創薬の初期段階におけるイノベーションを推進する可能性を秘めていま
す。

公開日 2026年07月09日  ACS Omega  アメリカ



詳細

主要成果

『ACS Omega』誌に掲載された画期的な研究で、ImagiChemと名付けられた新しいハ
イブリッド生成AI手法が発表されました。このシステムは、視覚的な情報、具体的には
芸術的な入力パターンを化学的先行情報として利用することで、化学的に有効かつ薬剤
特性を持つ分子を設計する能力を持っています。研究結果は、構造化された芸術的入力
が、生成される有効な分子ヒットの収率を著しく高めることを実証しており、計算化学
の応用範囲を視覚認知の領域にまで拡張するものです。

技術・臨床詳細

ImagiChemは、回帰型ニューラルネットワーク  (RNNs)、変分オートエンコーダー
(VAEs)、そして拡散ベースの生成モデルといった複数の深層生成モデルを統合したアプ
ローチを採用しています。従来のde novo分子設計では、SMILES文字列やグラフ表現な
どの抽象的な化学表現に基づいて分子を生成することが一般的でした。しかし
ImagiChemは、これらの化学表現に加えて、イメージとして入力された構造パターンや
モチーフを直接的に利用します。例えば、特定の官能基の配置や環構造の組み合わせを
「描画」することで、AIはその視覚パターンを化学的制約として解釈し、対応する分子
構造を生成します。これにより、研究者はより直感的かつ創造的な方法で分子設計に関
与することが可能になります。研究では、単純な線画やスケッチといった「芸術的」な
インプットが、生成される分子の有効性や新規性、さらには薬物類似性
（druglikeness）に大きな影響を与えることが示されました。この手法は、化学空間の
探索を効率化し、従来の手法では見過ごされがちだった新規な構造モチーフを発見する
可能性を秘めています。これは、AIが単なるデータ処理ツールではなく、人間の創造性
を補完し、増幅するツールとして機能することを示しています。



背景・業界文脈

創薬における分子設計は、長い時間と多大なコストを要するプロセスであり、その成功
率は依然として低いのが現状です。AIの導入は、このボトルネックを解消するための強
力な手段として期待されています。特にde novo分子設計は、特定の薬理活性を持つ新
しい化合物をゼロから生成する試みであり、膨大な化学空間を効率的に探索する能力が
求められます。これまでにも様々な生成モデルが開発されてきましたが、多くの場合、
化学的な専門知識を持つユーザーがAIとの対話において直感的な制御を行うのは困難で
した。ImagiChemのような視覚入力を用いたアプローチは、化学者がより直接的に設計
プロセスに介入し、自身の経験や直感をAIモデルに組み込むことを可能にします。これ
は、AIを活用した創薬ツールのユーザーインターフェースやインタラクションデザイン
において、新たな方向性を示すものです。この技術は、製薬企業やバイオテック企業に
とって、新薬候補の発見を加速し、研究開発の初期段階における時間とコストを削減す
る大きな潜在力を持っています。

今後の展望

ImagiChemのような技術は、創薬の初期段階におけるパラダイムシフトを引き起こす可
能性があります。将来的には、研究者がアイデアをスケッチするだけで、AIがリアルタ
イムで化学的に有効な分子構造を提案し、さらにその特性や合成可能性を評価するとい
ったワークフローが実現するかもしれません。エンジニアは、ImagiChemのアルゴリズ
ムをさらに最適化し、より複雑な化学的制約や生物学的活性情報と統合することで、そ
の応用範囲を広げることができるでしょう。また、生成された分子の合成経路の予測
や、実験データによる検証を自動化するシステムとの連携も重要なテーマとなります。
投資家は、AIと化学、そしてデザインの融合によって、創薬の成功率と速度を向上させ
る可能性を秘めたこのような革新的なプラットフォームに大きな関心を寄せるでしょ
う。この研究は、AIが人間の認知とどのように協調し、科学的発見を加速するかを示す
刺激的な事例であり、創薬の未来を形作る重要な要素となるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c05429

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c05429


#09 Kailera Therapeutics、中国で経口GLP-1薬HRS-7535
の肥満症第3相試験で平均9.8%の体重減少を達成

概要

Kailera Therapeuticsは、提携先のHengrui Pharmaが中国で実施した経口GLP-1薬HRS-

7535の肥満症第3相臨床試験で肯定的な結果を発表しました。最高用量では44週間で
平均9.8%の体重減少を達成し、別の糖尿病試験でも血糖値を有意に低下させました。

Eli LillyのFoundayoやNovo NordiskのWegovyといった既存のGLP-1薬と比較して有望な
有効性を示す一方で、消化器系の副作用発生率が高いことが試験で報告されていま
す。この成果は、経口肥満治療薬市場における競争を激化させる可能性を秘めていま

す。

公開日 2026年07月07日  BioPharma Dive  アメリカ



詳細

主要成果

Kailera Therapeuticsは、提携するHengrui Pharmaが中国で実施した経口GLP-1受容体作
動薬HRS-7535の肥満症を対象とした第3相臨床試験で、主要評価項目を達成したと発表
しました。最高用量群では、44週間の投与期間でベースラインから平均9.8%という有意
な体重減少を達成し、さらに別の後期糖尿病試験では血糖コントロールの有意な改善も
示されました。この結果は、経口GLP-1薬の市場において新たな強力な競争相手が出現
することを示唆しています。

技術・臨床詳細

HRS-7535は、グルカゴン様ペプチド-1 (GLP-1) 受容体を活性化する経口小分子薬剤で
す。GLP-1受容体作動薬は、血糖値依存的なインスリン分泌促進、グルカゴン分泌抑
制、胃内容排出遅延、そして食欲抑制作用を通じて、2型糖尿病および肥満の治療に広
く用いられています。HRS-7535の第3相肥満症試験（中国で実施）では、最高用量で44

週間後に平均9.8%の体重減少を達成しました。この数値は、既存の主要なGLP-1注射薬
や経口薬（例えばEli LillyのFoundayoやNovo NordiskのWegovy）に匹敵する、あるいは
それに近い有効性を示すものであり、患者にとって経口投与の利便性を提供する可能性
があります。別の後期糖尿病試験では、プラセボと比較してHbA1cの有意な低下が確認
され、HRS-7535が糖尿病患者の血糖コントロールにも効果的であることが示されまし
た。しかし、試験では消化器系の副作用（吐き気、嘔吐、下痢など）の発生率が比較的
高いことも報告されており、これはGLP-1受容体作動薬に共通して見られる副作用です
が、経口薬の場合、特に初期段階での忍容性が重要となります。安全性プロファイルは
概ね管理可能であったとされていますが、市場導入においてはこれらの副作用管理が鍵
となるでしょう。



背景・業界文脈

GLP-1受容体作動薬は、2型糖尿病および肥満治療の分野で過去数年間で最も急速に成長
しているクラスの薬剤です。特に、経口投与可能なGLP-1薬は、注射に伴う不便さや抵
抗感を軽減するため、患者の服薬アドヒアンスを向上させる大きな潜在力を持っていま
す。現在、Novo Nordiskの経口セマグルチド（Rybelsus）が先行していますが、Kailera
TherapeuticsのHRS-7535のような新規経口薬が市場に参入することで、競争が激化し、
治療選択肢の多様化が進むことが予想されます。中国は世界最大の糖尿病および肥満人
口を抱える国の一つであり、この市場での成功は、企業にとって非常に大きな意味を持
ちます。Kailera TherapeuticsとHengrui Pharmaの提携は、中国市場での臨床開発と承認
プロセスを加速させる戦略的な動きであり、グローバル市場におけるプレゼンス拡大へ
の足がかりとなる可能性もあります。経口GLP-1薬の開発競争は世界的に激化してお
り、Eli LillyやPfizerなども独自の経口GLP-1候補薬を開発中です。HRS-7535の肯定的な
データは、この競争においてKaileraが優位に立つ可能性を示唆しています。

今後の展望

HRS-7535の第3相試験の成功は、Kailera Therapeuticsにとって中国市場での承認申請に
向けた重要なマイルストーンとなります。承認されれば、中国の肥満症および2型糖尿
病患者に新たな、より便利な治療選択肢が提供されるでしょう。研究者やエンジニアに
とっては、この経口GLP-1薬の成功は、他のペプチド模倣薬や低分子GLP-1受容体作動
薬の経口送達技術の開発をさらに促進するインセンティブとなります。投資家は、HRS-

7535の中国市場での商業化の見通しと、将来的なグローバル展開の可能性に注目するで
しょう。消化器系の副作用の管理が、患者の長期的な服薬アドヒアンスと市場での成功
を決定する重要な要因となるため、市販後調査やリアルワールドデータがさらに重要性
を増します。経口GLP-1薬の普及は、肥満症および2型糖尿病の治療風景を根本的に変
え、より多くの患者が効果的な治療にアクセスできるようになる未来を切り開く可能性
を秘めています。

元記事: https://www.biopharmadive.com/news/kailera-hengrui-obesity-pill-china-study-results/824570/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biopharmadive.com/news/kailera-hengrui-obesity-pill-china-study-results/824570/


#10 Stanford HAI、AIがタンパク質生化学やゲノム設計
を加速し、初のAI生成ゲノムデータベースと実行可能ゲノ
ムを創出

概要

スタンフォード大学の研究者たちは、AIを活用してタンパク質生化学などの複雑な生

物学的プロセスの理解を深め、科学的発見を加速させています。彼らは、遺伝子機能
と疾患研究を加速するEvo 2を開発し、世界最大のオープン言語モデル、初のAI生成ゲ
ノムデータベース、そして初のAI生成実行可能ゲノムを創出しました。これらの革新

は、特定の機能を持つ新しい遺伝子配列を設計するために不可欠であり、バイオエン
ジニアリングと合成生物学の分野に大きな影響を与えるでしょう。AIがデータ解析か
ら実際に機能する生物学的システム設計へと進化していることを示しています。

公開日 2026年07月08日  Stanford HAI  アメリカ



詳細

主要成果

スタンフォード大学のHuman-Centered AI (HAI) 研究所の研究者たちは、AI技術を駆使
して科学的発見のペースを劇的に加速させています。特に、タンパク質生化学のような
複雑な生物学的プロセスの理解において、AIが新たな知見をもたらしています。彼ら
は、遺伝子機能と疾患研究を加速するための先進的なツール「Evo 2」を開発しただけ
でなく、世界最大の完全オープンな言語モデル、初のAI生成ゲノムデータベース、そし
て初のAI生成実行可能ゲノムを創出するという画期的な成果を達成しました。これらの
成果は、特定の機能を持つ新しい遺伝子配列を設計するための基礎を築き、合成生物学
の未来を形作る上で極めて重要です。

技術・臨床詳細

スタンフォードHAIの研究チームが開発したEvo 2は、高度な機械学習アルゴリズムと大
規模な生物学的データセットを組み合わせることで、遺伝子機能の予測、疾患関連遺伝
子の特定、そして治療標的の同定を加速させます。Evo 2は、特にタンパク質の構造と
機能の関係性を深く解析し、その進化パターンから新しい生体分子の設計原理を導き出
す能力を持っています。彼らが創出した「初のAI生成ゲノムデータベース」は、AIが膨
大なゲノム情報を学習し、これまでに知られていない新しい遺伝子配列や遺伝子回路を
設計した結果を集約したものです。さらに、「初のAI生成実行可能ゲノム」は、単なる
設計図に留まらず、実際に細胞や生物内で機能する可能性のあるゲノム配列をAIが提
案・最適化したことを意味します。この技術は、例えば、特定の薬剤を生産する微生物
のゲノムを最適化したり、疾患耐性を持つ植物品種を開発したり、あるいは新しい遺伝
子治療のためのウイルスベクターを設計したりする際に、極めて強力なツールとなり得
ます。研究者たちは、AIが創出するこれらの複雑な生物学的システムが、従来の試行錯
誤による方法よりもはるかに迅速かつ効率的に、特定の目標を達成できることを示して
います。



背景・業界文脈

生命科学、特にゲノミクスやプロテオミクスの分野は、近年、膨大な量のデータが生成
されていますが、その複雑性ゆえに人間の手による解析や発見には限界がありました。
AIの導入は、この「データから知識へのギャップ」を埋め、科学的発見を加速させるた
めの必然的な進化として位置づけられています。AI生成ゲノムの成功は、合成生物学の
分野に革命をもたらす可能性を秘めています。合成生物学は、生物学的システムを工学
的に設計・構築することを目的としており、医薬品、バイオ燃料、新素材などの開発に
貢献します。これまで、ゲノム設計は多くの場合、既存の生物ゲノムをベースにした改
変が主でしたが、AIによる「de novo（ゼロからの）設計」が可能になったことで、全
く新しい機能を持つ生物学的システムを創出する道が開かれます。この技術は、世界中
のバイオテクノロジー企業や製薬企業にとって、創薬のターゲット探索から開発、さら
には製造プロセスの最適化に至るまで、多様な段階で応用されることが期待されます。
国際的な研究競争が激化する中で、スタンフォードHAIの成果は、AIが科学的発見を加
速する上での最先端の事例の一つとして、その重要性が増しています。

今後の展望

スタンフォードHAIの研究成果は、バイオテクノロジーと医療の未来に計り知れない影
響を与えるでしょう。特定の機能を持つ新しい遺伝子配列やゲノムのAI設計能力は、個
別化医療、遺伝子治療、新薬開発、そして環境問題への応用（例えば、CO2を吸収する
微生物の設計）に直結します。エンジニアは、AIモデルの精度とスケーラビリティをさ
らに向上させ、AI生成ゲノムを実際に合成・検証するための自動化されたウェットラボ
プラットフォームの開発に注力するでしょう。研究者にとっては、AIが提示する新しい
ゲノムやタンパク質のデザインが、生物学の基本的な理解を深めるための実験的な出発
点となります。投資家は、AIを基盤とした合成生物学およびバイオエンジニアリング企
業への投資機会を積極的に探求することになるでしょう。AIがデータ解析の域を超え、
実際に機能する生命システムを設計・創造する能力を持つことで、科学的発見のフロン
ティアは大きく拡張され、人類が直面する多くの課題に対する革新的な解決策が生まれ
ることが期待されます。

元記事: https://hai.stanford.edu/news/how-ai-is-accelerating-scientific-discovery

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://hai.stanford.edu/news/how-ai-is-accelerating-scientific-discovery


#11 Lillyの経口GLP-1薬orforglipron、2型糖尿病と肥満の
治療で経口セマグルチドを上回る有効性を示し、
ACHIEVE/ATTAIN-2試験で優越性確立

概要

Eli Lillyの1日1回経口GLP-1受容体作動薬orforglipronは、ATTAIN-2およびACHIEVE試験

で、2型糖尿病および肥満の成人患者において、経口セマグルチド（Ozempic）を上回
る優れた血糖コントロールと体重減少効果を示しました。参加者の最大70%がHbA1c

7%未満を達成し、有意な体重減少も見られました。注射不要で冷蔵も特殊な食事タイ

ミングも不要なため、より便利で製造コストが低く、世界的なアクセス拡大に貢献す
る可能性があります。ただし、消化器系の副作用発生率はセマグルチドより高いと報
告されています。

公開日 2026年07月08日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

Eli Lillyが開発した新規の1日1回経口GLP-1受容体作動薬orforglipronは、第2b相および第
3相臨床試験（ACHIEVE試験、ATTAIN-2試験）において、2型糖尿病および肥満の成人患
者に対し、既存の経口セマグルチド（Ozempic）と比較して優れた血糖コントロールお
よび体重減少効果を達成しました。これらの試験では、orforglipronがHbA1cの有意な
改善と臨床的に意義のある体重減少をもたらし、経口GLP-1薬市場におけるその優位性
を確立する画期的な結果となりました。

技術・臨床詳細

Orforglipronは、小分子の非ペプチド性GLP-1受容体作動薬であり、1日1回の経口投与で
効果を発揮します。ACHIEVE試験では、orforglipronがダパグリフロジンおよび経口セマ
グルチドと比較して、2型糖尿病成人患者の血糖コントロールと体重減少において優位
性を示しました。約70%の患者がHbA1c 7%未満という目標値を達成し、これは糖尿病
管理における重要な臨床的指標です。ATTAIN-2試験では、肥満患者において、
orforglipronが経口セマグルチドよりも優れた体重減少効果を示し、その差は臨床的に
有意でした。具体的には、有意な体重減少およびA1C値の改善が確認されています。
Orforglipronの利点として、注射ではなく経口投与であること、冷蔵が不要であるこ
と、そして食事のタイミングを厳密に調整する必要がないことが挙げられます。これに
より、患者の服薬アドヒアンスが向上し、より多くの患者が治療にアクセスできるよう
になる可能性があります。製造コストも比較的低いとされているため、グローバルな普
及が期待されます。しかし、臨床試験では、消化器系の副作用（吐き気、嘔吐、下痢な
ど）の発生率がセマグルチドよりも高いことが報告されており、これはGLP-1受容体作
動薬に共通する課題であり、忍容性管理が重要となります。



背景・業界文脈

GLP-1受容体作動薬は、近年、2型糖尿病および肥満治療において画期的な効果を示し、
市場を牽引してきました。特に、経口投与可能なGLP-1薬は、注射剤が苦手な患者にと
って大きな進歩です。Novo Nordiskの経口セマグルチド（Rybelsus）がすでに市場に投
入されていますが、orforglipronの登場は、この競争の激しい市場に新たな強力なプレ
イヤーをもたらします。Eli Lillyは、orforglipronの開発によって、GLP-1薬市場における
リーダーシップをさらに強化しようとしています。経口GLP-1薬の利便性と潜在的なコ
スト優位性は、特に中所得国やアクセスが限られている地域における治療の普及に大き
な影響を与える可能性があります。この分野での競争は、患者にとってより多様で改善
された治療選択肢をもたらすとともに、製薬企業にとっては、ポートフォリオの差別化
と市場シェア獲得のための重要な戦場となります。

今後の展望

Orforglipronの肯定的な臨床試験結果は、今後、規制当局への承認申請を加速させるで
しょう。承認されれば、orforglipronは2型糖尿病と肥満の両方を持つ患者にとって、特
に経口薬を希望する患者にとって魅力的な新しい治療選択肢となることが予想されま
す。研究者やエンジニアは、この小分子経口GLP-1薬の成功から、他のペプチド模倣薬
や低分子医薬品の経口送達に関する新たな知見を得て、開発を加速するでしょう。投資
家は、Eli LillyのGLP-1パイプラインの価値を再評価し、この市場セグメントにおける同
社の長期的な成長潜在力に注目するはずです。消化器系の副作用管理と長期的な安全性
データが、orforglipronの市場での成功を左右する鍵となるでしょう。しかし、その優
れた有効性と経口という利便性は、世界中の何百万人もの患者の生活を変える可能性を
秘めています。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260707054111.htm

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260707054111.htm


#12 FDA、新薬開発の「 ड्र ग・リパーパシング」公開会議
開催と次世代シーケンシングデータ提出ガイダンス更新を
発表

概要

米国FDAは2026年7月9日、「Drug Repurposing: Considerations for Selection Criteria

and Prioritization」に関する公開会議の開催を発表しました。これは、既存薬を新たな
疾患治療に転用する「ドラッグ・リパーパシング」の基準と優先順位について議論す
るものです。また、FDAは2026年7月1日付けで、抗ウイルス製品部門への次世代シー

ケンシングデータ提出に関する最終ガイダンスを発行しました。これらの動きは、医
薬品開発の効率化と、新しい技術への規制対応を強化するFDAの姿勢を示していま
す。

公開日 2026年07月09日  FDA  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、医薬品開発の効率化と技術革新への適応を目指し、2つ
の重要な発表を行いました。2026年7月9日には、「Drug Repurposing: Considerations
for Selection Criteria and Prioritization」（薬剤転用の選択基準と優先順位に関する考
察）と題する公開会議の開催を告知しました。これは、既存の医薬品を新たな疾患の治
療に転用する戦略である「ドラッグ・リパーパシング」に関する規制上の枠組みを議論
するものです。さらに、FDAは2026年7月1日には、抗ウイルス製品部門への次世代シー
ケンシング（NGS）データ提出に関する最終ガイダンスを発行し、新しい技術への規制
対応を強化する姿勢を示しました。

技術・臨床詳細

ドラッグ・リパーパシングは、既に安全性プロファイルが確立されている既存薬を使用
するため、新薬開発に比べて時間とコストを大幅に削減できる可能性を秘めた戦略で
す。FDAの公開会議では、どの薬剤が転用に適しているか、どのようなエビデンスが必
要か、また特定の疾患領域における優先順位付けの基準など、実用的な側面が議論され
る予定です。これにより、新たな治療法の開発パスが明確化され、企業がこの戦略をよ
り効率的に活用できるようになることが期待されます。一方、次世代シーケンシング
（NGS）技術は、ゲノム情報を高速かつ低コストで解析できるため、抗ウイルス薬の開
発において、薬剤耐性変異の特定やウイルスの進化追跡に不可欠なツールとなっていま
す。FDAの新しいガイダンスは、製薬企業がNGSデータを医薬品承認申請に提出する際
の標準的な形式、品質管理、および解析要件を明確にするもので、これにより提出され
たデータの信頼性が向上し、審査プロセスが円滑化されます。これは、データサイエン
スとAIが創薬に深く統合される中で、規制当局がその新しいデータタイプにどのように
対応していくかを示す重要な事例となります。



背景・業界文脈

創薬におけるコストと時間の増大は、長年にわたる課題です。ドラッグ・リパーパシン
グは、この課題に対する費用対効果の高い解決策として注目されており、特に希少疾患
やパンデミックのような緊急性の高い状況において、その価値が再認識されています。
FDAがこのテーマについて公開会議を開催することは、その戦略的な重要性を認識し、
産業界、学術界、そして患者団体との連携を通じて、より効率的なリパーパシングパス
を確立しようとする意図の表れです。NGS技術の進歩は、感染症治療薬の開発に革命を
もたらしましたが、多様なデータ形式と解析手法の乱立は、規制当局にとって課題でし
た。今回の最終ガイダンスは、標準化を促進し、抗ウイルス薬の開発におけるデータ提
出の質と透明性を確保するためのものです。これは、AI駆動型創薬におけるビッグデー
タ活用が進む中で、各国規制当局がデータ標準と検証方法について協調していくことの
重要性を示唆しています。

今後の展望

FDAのこれらの動きは、将来の医薬品開発エコシステムを形成する上で重要な意味を持
ちます。ドラッグ・リパーパシングに関する明確なガイドラインが確立されれば、新た
な治療法の探索が加速し、特にアンメットメディカルニーズの高い疾患領域での新薬候
補の発見が促進されるでしょう。研究者やエンジニアは、NGSデータの標準化された提
出要件に準拠しつつ、より高度なバイオインフォマティクス解析ツールを開発する必要
があるでしょう。投資家は、リパーパシング戦略に特化した企業や、NGSデータ解析に
おいて強みを持つバイオテック企業に注目する可能性があります。FDAのこれらのイニ
シアチブは、より迅速で効率的な医薬品開発プロセスを促進し、最終的には世界中の患
者により多くの革新的な治療法を提供することに貢献するでしょう。これは、規制当局
が科学技術の進歩に積極的に対応し、公衆衛生上の利益を最大化しようとするグローバ
ルなトレンドの一部と見なせます。

元記事: https://www.fda.gov/drugs/news-events-human-drugs/whats-new-related-drugs

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fda.gov/drugs/news-events-human-drugs/whats-new-related-drugs


#13 経口GLP-1受容体作動薬の第2b相試験で、36週間に
わたり最大11.3%の有意な体重減少と良好な安全性プロフ
ァイルを確認

概要

新規の治験段階経口GLP-1受容体作動薬が、第2b相ACCESS試験においてプラセボと比

較して36週間で最大11.3%の体重減少を達成する有望な結果を示しました。230名の成
人を対象としたこの試験では、体重減少のプラトーが見られず、主に胃腸系の副作用
を伴う良好な安全性プロファイルが報告されています。この成果は、肥満症治療にお

ける注射剤に代わる、より簡便な経口オプションの実現可能性を示唆しています。将
来的には、患者の服薬アドヒアランス向上と治療選択肢の拡大に大きく貢献すると期
待されます。

公開日 2026年07月02日  Becker's Hospital Review  アメリカ



詳細

主要成果

治験段階にある経口GLP-1受容体作動薬が、第2b相ACCESS試験において、プラセボと比
較して36週間で最大11.3%の有意な体重減少を達成しました。これは、既存の注射型
GLP-1受容体作動薬と同等の効果を、経口投与という簡便な方法で実現する可能性を示
す画期的な成果です。

技術・臨床詳細

ACCESS試験は、230名の肥満症成人患者を対象とした無作為化、プラセボ対照、第
2b相臨床試験です。

試験では、用量依存的な体重減少効果が確認され、36週の時点で最高用量群が平均
11.3%の体重減少を示しました。

注目すべきは、試験期間中に体重減少のプラトー（停滞）が見られなかったことで、
長期的な効果持続が期待されます。

安全性プロファイルは良好であり、報告された副作用のほとんどは、GLP-1受容体作
動薬に典型的な軽度から中等度の胃腸系症状でした。重篤な副作用は稀でした。

この経口薬剤は、毎週1回の経口投与で効果を発揮するよう設計されており、注射に
よる治療に抵抗がある患者にとって大きなメリットとなります。

背景・業界文脈

GLP-1受容体作動薬は、2型糖尿病および肥満症治療において革命的な効果を示してお
り、市場規模は急速に拡大しています。しかし、その多くが注射剤であるため、患者の
負担やアドヒアランスの問題が指摘されてきました。経口GLP-1受容体作動薬の開発
は、これらの課題を克服し、より多くの患者に治療機会を提供する上で極めて重要で
す。現在、複数の企業が経口GLP-1製剤の開発を進めていますが、ACCESS試験の結果
は、この分野の技術的実現可能性を強力に裏付けるものです。



今後の展望

この有望な第2b相結果は、今後の大規模な第3相臨床試験への移行を加速させるでしょ
う。もし第3相試験でも同様の有効性と安全性が確認されれば、この経口GLP-1受容体作
動薬は、肥満症および2型糖尿病治療のパラダイムを大きく変える可能性があります。
患者にとっては、注射の負担なく高い効果が期待できる新しい治療選択肢となり、製薬
業界にとっては、巨大な経口GLP-1市場の創出につながるでしょう。また、コンプライ
アンスの向上により、世界的な肥満・糖尿病パンデミックへの対処にも貢献すると見込
まれます。

元記事: https://www.beckershospitalreview.com/glp-1s/oral-glp-1-delivers-up-to-11-3-weight-loss-4-

study-notes/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.beckershospitalreview.com/glp-1s/oral-glp-1-delivers-up-to-11-3-weight-loss-4-study-notes/
https://www.beckershospitalreview.com/glp-1s/oral-glp-1-delivers-up-to-11-3-weight-loss-4-study-notes/


#14 中枢神経疾患治療に突破口：ナノ粒子が血液脳関門を
越える新たな薬物送達戦略として浮上

概要

血液脳関門（BBB）の突破は、中枢神経系（CNS）疾患治療における長年の課題であ
り、ナノ粒子を介した薬物送達がこの障壁を克服する有望な戦略として注目されてい
ます。ポリマーナノ粒子、タンパク質・ペプチド送達システム、および表面修飾され

たリガンド結合ナノ粒子といった多様なアプローチが、BBB透過性の向上と脳への選
択的な薬剤送達を目指し、活発に研究されています。この技術は、アルツハイマー病
やパーキンソン病など、これまで治療が困難とされてきた脳疾患に対する新たな治療

薬の開発を加速させる可能性を秘めています。

公開日 日付不明  BOC Sciences  アメリカ



詳細

主要成果

中枢神経系（CNS）疾患治療において、血液脳関門（BBB）が薬剤送達の主要な障壁と
なっていましたが、ナノ粒子技術がこの課題を克服する革新的なソリューションとして
浮上しています。特に、ポリマーナノ粒子や表面修飾されたリガンド結合ナノ粒子は、
BBBを効率的に通過し、脳内の標的部位へ薬剤を特異的に送達する可能性を示してお
り、これによりアルツハイマー病やパーキンソン病といった難病に対する新たな治療薬
開発に大きな期待が寄せられています。

技術・臨床詳細

血液脳関門（BBB）は、脳を保護するための厳重な生理学的バリアであり、ほとんどの
小分子薬や生物学的薬剤の脳内移行を制限します。ナノ粒子は、そのサイズ、表面電
荷、組成を最適化することで、BBBを通過する複数のメカニズム（例: 受容体媒介性トラ
ンスサイトーシス、吸着性媒介性トランスサイトーシス、細胞間経路）を利用できま
す。ポリマーナノ粒子は、生体適合性ポリマー（例: PLGA、PCL）を基盤とし、薬剤を
封入して分解から保護しつつ、BBB透過性を向上させます。特に、ポリマー表面に特定
のリガンド（例: トランスフェリン、インスリン、抗体など）を修飾することで、BBBを
構成する内皮細胞上の対応する受容体と結合し、受容体媒介性トランスサイトーシスを
介して能動的に脳内へ移行させることが可能です。これにより、薬剤はBBB通過後も安
定して標的部位に到達し、治療効果を発揮することが期待されます。例えば、抗体コン
ジュゲート型ナノ粒子は、その特異的な結合能により脳内薬剤濃度の向上に成功してい
ます。これらのナノ粒子は、神経変性疾患、脳腫瘍、脳虚血性疾患などの幅広いCNS疾
患への応用が検討されています。



背景・業界文脈

CNS疾患は、世界中で患者数が増加しており、高い医療費と生活の質の低下を引き起こ
す深刻な健康問題です。しかし、BBBの存在により、効果的な治療薬の開発は長年停滞
してきました。従来の薬物送達アプローチでは、高用量投与による全身性副作用、ある
いは脳内への薬剤移行不足というジレンマに直面していました。ナノ粒子技術は、これ
らの課題に対する画期的な解決策を提供し、精密な標的化と制御された放出を可能にす
ることで、治療効果の最大化と副作用の最小化を目指します。近年、LNPやエクソソー
ムなどのナノキャリアの進歩は、mRNAワクチンなどの成功を通じてその可能性を実証
しており、CNS疾患への応用も現実味を帯びてきています。特に、脳内薬物送達を専門
とする製薬会社やバイオベンチャーは、この分野に大きな投資を行っており、新規ナノ
粒子プラットフォームの開発競争が激化しています。

今後の展望

ナノ粒子を介したBBB送達技術は、まだ初期段階にあるものの、その治療可能性は計り
知れません。今後、生体適合性材料のさらなる最適化、ナノ粒子の生体内動態の精密な
制御、そして製造プロセスのスケールアップが主要な課題となるでしょう。人工知能
（AI）や機械学習の導入により、最適なナノ粒子設計の迅速な探索が可能となり、開発
期間の短縮が期待されます。また、非侵襲的イメージング技術の進歩と組み合わせるこ
とで、生体内でのナノ粒子の動態と脳内到達をリアルタイムで追跡できるようになり、
臨床応用への道のりが加速されるでしょう。最終的には、ナノ粒子技術がCNS疾患治療
のパラダイムを根本的に変革し、患者の予後と生活の質を劇的に向上させる画期的な治
療法の基盤となることが強く期待されています。

元記事: https://www.bocsci.com/nanoparticles/resources/nanoparticle-mediated-bbb-penetration-

innovations-in-brain-drug-delivery.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bocsci.com/nanoparticles/resources/nanoparticle-mediated-bbb-penetration-innovations-in-brain-drug-delivery.html
https://www.bocsci.com/nanoparticles/resources/nanoparticle-mediated-bbb-penetration-innovations-in-brain-drug-delivery.html


#15 経口ペプチド薬の市場拡大に向けた課題解決と革新的
送達システムの機会を探る

概要

本記事は、ペプチド治療薬の経口送達が直面する主要な課題と、それを克服するため
の革新的なソリューション、および将来の機会に焦点を当てています。消化管での分
解、低い膜透過性、短い半減期といった固有の課題に対し、製剤技術、吸収促進剤、

DDS（ドラッグデリバリーシステム）の進歩が不可欠であると指摘。これにより、患
者の服薬アドヒアランスが向上し、ペプチド薬の治療用途が大きく拡大する可能性が
議論されています。

公開日 日付不明  Patheon pharma services (Thermo Fisher Scientific)  アメリカ



詳細

主要成果

ペプチド治療薬の経口送達は、消化管内の酵素分解、低い腸管透過性、短い生体内半減
期といった本質的な課題に直面していますが、革新的な製剤技術と薬物送達システム
（DDS）の導入により、これらの障壁を克服し、市場を大きく拡大する機会が生まれて
います。患者のコンプライアンス向上と治療適用範囲の拡大が、この分野の主要な推進
力となっています。

技術・臨床詳細

ペプチドは、タンパク質分解酵素による急速な分解、高い親水性による細胞膜透過性の
低さ、そして全身循環における短い半減期という特性を持つため、経口投与された際の
生物学的利用能（バイオアベイラビリティ）が極めて低いという課題があります。これ
らの課題に対処するため、複数の戦略が開発されています。一つは、ペプチド構造を化
学的に修飾し、酵素耐性や膜透過性を高めるアプローチです。例えば、D-アミノ酸の導
入や環状ペプチドの形成などがあります。もう一つは、製剤技術の革新です。これに
は、ペプチドを保護し、吸収を促進する機能性賦形剤（例: プロテアーゼ阻害剤、透過
促進剤）の利用、pH依存性溶解性を有する腸溶性コーティング、およびナノ粒子やマ
イクロカプセルなどのDDS技術が含まれます。リピドナノ粒子（LNP）やポリマーナノ
粒子は、ペプチドを封入し、消化管での分解から保護すると同時に、経口吸収経路を最
適化する可能性を秘めています。さらに、経口摂取デバイス（例: 自己注入型カプセ
ル）の開発も、局所的な吸収を促進し、バイオアベイラビリティを向上させる手段とし
て注目されています。

背景・業界文脈

ペプチド治療薬は、その高い特異性と強力な薬理活性から、がん、糖尿病、自己免疫疾
患など幅広い疾患分野で有望な治療法として位置づけられています。しかし、注射によ
る投与が主流であるため、患者の身体的・心理的負担が大きく、長期的な治療アドヒア
ランスに課題がありました。経口投与が可能になれば、患者の利便性が劇的に向上し、
自宅での自己管理が容易になることで、治療の普及率とアドヒアランスを大幅に改善で
きると期待されます。これにより、ペプチド市場は現在の約300億ドル規模から、さら
なる成長が見込まれています。製薬業界では、ノボノルディスクの経口セマグルチド
（リベルサス）が既に成功を収めていますが、より簡便で多様なペプチド薬に対応でき
る汎用的な経口送達プラットフォームの確立が求められています。



今後の展望

経口ペプチド送達技術の研究開発は、今後も加速していくと予想されます。特に、AIを
活用したペプチド設計、生体模倣型DDS、および個別化医療に対応するスマートデリバ
リーデバイスの開発が注目されます。遺伝子編集や細胞治療といった新しいモダリティ
の台頭もありますが、ペプチド薬はその安全性と特異性から依然として重要な役割を担
います。機能性材料科学、バイオテクノロジー、そしてデータサイエンスの融合によ
り、消化管環境の複雑性を克服する新たなブレークスルーが生まれるでしょう。これら
の進歩は、患者の生活の質を向上させるだけでなく、製薬企業にとって新たな市場機会
を創出し、ペプチド治療薬がより多くの疾患領域で主流となる未来を切り開くことにな
るでしょう。

元記事: https://www.patheon.com/us/en/insights-resources/webinars/challenges-and-opportunities-in-

oral-delivery-of-peptides.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patheon.com/us/en/insights-resources/webinars/challenges-and-opportunities-in-oral-delivery-of-peptides.html
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#16 ペプチド・核酸・タンパク質の経口送達技術を議論：
バーチャルシンポジウムが最新イノベーションを発表

概要

本バーチャルシンポジウムでは、ペプチド、オリゴヌクレオチド、タンパク質といっ
た生物学的製剤の経口薬物送達技術における最新のイノベーションが集中的に議論さ
れました。吸収・輸送メカニズムの解明、高度な製剤技術、そして経口摂取デバイス

の進歩が、従来の注射剤に代わる経口薬開発の鍵であることが強調されています。こ
れらの進歩は、患者の治療アドヒアランス向上と、生物学的製薬市場の大きな拡大を
促進する可能性を秘めています。

公開日 日付不明  Select Biosciences  アメリカ



詳細

主要成果

本バーチャルシンポジウムでは、ペプチド、オリゴヌクレオチド、タンパク質などの生
物学的製剤の経口薬物送達技術における最先端のイノベーションが発表され、その実現
に向けた詳細なメカニズムと製剤技術の進歩が議論されました。特に、患者のコンプラ
イアンスを向上させ、これまで注射に限定されていた治療薬の適用範囲を大幅に拡大す
る可能性を秘めた、革新的な経口送達システムに焦点が当てられました。

技術・臨床詳細

ペプチド、オリゴヌクレオチド、タンパク質といった高分子薬は、消化管内の厳しい環
境（低pH、酵素分解）と低い腸管透過性のため、経口投与が極めて困難でした。シン
ポジウムでは、これらの課題を克服するための多様な戦略が紹介されました。これに
は、第一に、薬物の安定性を高めるための化学修飾や、酵素阻害剤の併用が含まれま
す。第二に、腸管のバリア機能を一時的に緩和し、薬物の吸収を促進する透過促進剤の
開発が挙げられます。第三に、薬物を保護し、特定の部位で放出するよう設計された先
進的な製剤技術、例えばナノ粒子、マイクロカプセル、腸溶性コーティングなどが議論
されました。ナノ粒子は、ペイロードを封入し、消化管上皮細胞を介したトランスサイ
トーシスを促進することで、経口バイオアベイラビリティを向上させる可能性が示され
ています。また、スマートカプセルや自己注入型経口デバイスのような経口摂取デバイ
スの進歩も、局所的な薬物濃度を高め、全身吸収を最適化する手段として注目を集めま
した。

背景・業界文脈

生物学的製剤は、その高い特異性と有効性から多くの難病治療に革命をもたらしました
が、そのほとんどが注射投与に依存しており、患者の身体的・心理的負担、そして治療
費の高さが課題となっていました。経口投与が可能になれば、患者の利便性が飛躍的に
向上し、治療アドヒアランスが改善され、より広範な患者層へのアクセスが期待されま
す。例えば、糖尿病治療薬のGLP-1アゴニストでは、経口製剤が既に市場に導入され、
その高い需要が示されています。しかし、ペプチドや核酸などの高分子では依然として
経口送達のハードルは高く、この分野におけるブレークスルーが強く求められていま
す。製薬企業やバイオベンチャーは、この未開拓領域における巨大な市場ポテンシャル
を認識し、DDS技術の研究開発に多額の投資を行っています。



今後の展望

本シンポジウムで議論されたイノベーションは、経口生物学的製剤の開発ロードマップ
を明確に示しています。今後、吸収メカニズムのさらなる詳細な解明、新規生体適合性
材料の開発、AI/機械学習を活用した製剤最適化、そして製造プロセスのスケールアッ
プが重要となります。特に、個別化医療の進展に伴い、患者の生理学的特性に応じたカ
スタマイズ可能な経口送達システムの需要が高まるでしょう。この分野の進歩は、慢性
疾患の管理方法を根本的に変え、患者のQOL向上に大きく貢献するだけでなく、バイオ
医薬品市場における新たな成長機会を創出すると期待されています。

元記事: https://www.controlledreleasesociety.org/events/oral-delivery-peptides-oligonucleotides-and-

proteins-virtual-symposium

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.controlledreleasesociety.org/events/oral-delivery-peptides-oligonucleotides-and-proteins-virtual-symposium
https://www.controlledreleasesociety.org/events/oral-delivery-peptides-oligonucleotides-and-proteins-virtual-symposium


#17 AI創薬投資活況：AlloyがシリーズEで4000万ドル調
達しユニコーン化、Isomorphic Labsは21億ドルを獲得

概要

Cure Venturesの2026年AI創薬資金調達トラッカーによると、AI創薬分野への投資が活
況を呈しており、Alloy TherapeuticsがシリーズEで4000万ドルを調達し、評価額10億
ドル超のユニコーン企業に成長しました。また、Isomorphic LabsはシリーズBで21億

ドルという巨額の資金を獲得し、Percepticもシードラウンドで1200万ドルを調達する
など、大規模な投資が継続しています。これらの資金流入は、AIによる創薬プロセス
革新への期待と、その技術がもたらす潜在的価値の大きさを明確に示しています。

公開日 2026年07月08日  Cure Ventures  アメリカ



詳細

主要成果

2026年上半期のAI創薬分野は、Alloy TherapeuticsがシリーズEで4000万ドルを調達し評
価額10億ドル超のユニコーン企業となったほか、Isomorphic LabsがシリーズBで21億ド
ル、Percepticがシードラウンドで1200万ドルを調達するなど、大規模な資金調達が相次
ぎました。この活発な投資動向は、AI技術が創薬プロセスに革命をもたらすという業界
の強い期待を反映しており、次世代の治療薬開発に向けた競争が激化していることを示
唆しています。

技術・臨床詳細

AI創薬企業は、機械学習アルゴリズムと大規模データセットを活用して、新薬候補の特
定、リード化合物の最適化、臨床試験の効率化、および標的タンパク質の構造予測な
ど、創薬プロセスのあらゆる段階を加速させています。Alloy Therapeuticsは、抗体創薬
プラットフォームにAIを統合することで、多様な治療法開発を支援しています。今回調
達した4000万ドルは、さらなる技術開発とパートナーシップ拡大に充てられると見られ
ます。Isomorphic Labsは、DeepMindの親会社であるAlphabetの子会社であり、AIによ
る精密なタンパク質構造予測と薬剤設計において最先端を走っています。21億ドルの資
金調達は、同社の研究開発能力を飛躍的に高め、複数の疾患領域でのパイプラインを拡
大させるでしょう。Percepticのようなシード段階の企業も、特定のAIネイティブなワー
クフローやAIが生成する分子の可能性に投資されており、新たな創薬アプローチが次々
と登場しています。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、莫大な時間とコストがかかり、成功確率が低いという課題を抱
えていました。1つの新薬を市場に出すまでに平均10年以上、20億ドル以上の費用がか
かると言われています。しかし、AlphaFoldなどのAI技術の登場により、これらのボト
ルネックが解消されつつあります。AIは、数百万もの分子の中から有望な候補を迅速に
スクリーニングし、化合物の物理化学的特性や生物学的活性を予測することで、前臨床
開発の効率を大幅に向上させることが可能です。これにより、創薬の成功確率が高ま
り、開発期間が短縮され、最終的には患者に低コストでより早く治療薬を届けられる可
能性が生まれます。製薬業界の巨人も、AI創薬企業との提携や買収を通じて、この技術
を積極的に取り入れ始めており、投資家の関心も非常に高まっています。



今後の展望

AI創薬分野への大規模な資金流入は、この技術が単なるトレンドではなく、創薬の未来
を形作る中核技術であることを明確に示しています。今後、AIは創薬の初期段階だけで
なく、臨床試験のデザイン、患者層の特定、バイオマーカー発見、個別化医療の推進と
いったより広範な領域での応用が進むでしょう。これにより、希少疾患や難病に対する
治療法の開発が加速し、アンメットメディカルニーズの解決に大きく貢献することが期
待されます。同時に、AIの倫理的利用、データプライバシー、規制当局との連携が、こ
の技術の持続的な成長と社会受容のために不可欠となります。AI創薬は、人類の健康と
医療の未来を根本から変える可能性を秘めた、最もエキサイティングなフロンティアの
一つです。

元記事: https://wewillcure.com/insights/news/ai-and-machine-learning/ai-drug-discovery-venture-

funding-tracker-2026

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://wewillcure.com/insights/news/ai-and-machine-learning/ai-drug-discovery-venture-funding-tracker-2026
https://wewillcure.com/insights/news/ai-and-machine-learning/ai-drug-discovery-venture-funding-tracker-2026


#18 中国Gan & Lee社の隔週GLP-1注射薬「ボファングル
チド」、第2b相で2型糖尿病患者の血糖と体重減少に有効
性示す

18_中国Gan & Lee社の隔週GLP-1注射薬「ボファングルチド」、第2b相で2型糖尿病患者の血
糖と

概要

中国のGan & Lee Pharmaceuticalsが開発した新しい隔週GLP-1薬「ボファングルチド」
が、第2b相臨床試験で2型糖尿病患者の血糖値を有意に低下させ、体重減少および心血

管代謝リスク因子の改善を示しました。この隔週投与スケジュールは、患者の利便性
を高め、長期的なアドヒアランスを向上させる可能性があり、GLP-1アゴニスト市場に
おける新たな競合薬として注目されています。ボファングルチドの成功は、2型糖尿病

治療に新たな選択肢をもたらすとともに、アジア発のイノベーションが世界の医療市
場に与える影響力を示しています。

公開日 2026年07月03日  Healthline  アメリカ



詳細

主要成果

中国のGan & Lee Pharmaceuticalsが開発した新規隔週GLP-1薬「ボファングルチド」
が、第2b相臨床試験において、2型糖尿病患者の血糖コントロールを有意に改善し、体
重減少および心血管代謝リスク因子の改善を達成しました。この隔週投与レジメンは、
患者の治療負担を軽減し、アドヒアランスの向上に貢献する可能性を秘めており、GLP-

1アゴニスト市場に新たな選択肢をもたらすものとして注目されています。

技術・臨床詳細

ボファングルチドは、Glucagon-like Peptide-1 (GLP-1) 受容体を活性化する長期作用型
アゴニストであり、隔週1回の皮下注射で投与されます。第2b相臨床試験では、数百名
の2型糖尿病患者が参加し、異なる用量のボファングルチドがプラセボまたは既存の
GLP-1アゴニストと比較されました。主要評価項目であるHbA1c（糖化ヘモグロビン）
のベースラインからの変化において、ボファングルチド投与群は統計学的に有意な低下
を示し、一部の用量群では平均1.5%以上の低下が報告されました。副次評価項目である
体重変化においても、プラセボ群と比較して平均で4〜7%の体重減少が観察されまし
た。さらに、血圧や脂質プロファイルといった心血管代謝リスク因子も改善傾向を示し
ました。安全性プロファイルは良好であり、既存のGLP-1アゴニストと同様に、軽度か
ら中程度の消化器系副作用（悪心、嘔吐、下痢など）が報告されましたが、投与中止に
至る重篤な副作用は少なかったです。

背景・業界文脈

2型糖尿病と肥満は世界的な健康課題であり、GLP-1アゴニストは血糖コントロールと体
重管理において高い有効性を示す主要な治療薬となっています。市場はノボノルディス
クのセマグルチドやイーライリリーのチルゼパチドといった週1回投与の注射剤が牽引
していますが、患者の注射頻度をさらに減らすニーズは依然として高いです。隔週投与
のGLP-1アゴニストは、患者の利便性を向上させ、治療負担を軽減することで、より良
いアドヒアランスと治療効果につながると期待されています。 Gan & Lee

Pharmaceuticalsのボファングルチドは、中国発のイノベーションとして、グローバル市
場における競争を激化させるとともに、特にアジア地域の膨大な患者層にとって重要な
選択肢となる可能性があります。長作用型GLP-1アゴニストの開発競争は激しく、投与
頻度の低減は製品差別化の重要な要素となっています。



今後の展望

ボファングルチドの第2b相試験での肯定的な結果は、今後の大規模な第3相臨床試験へ
の移行を強く支持します。もし第3相試験でも同様の有効性と良好な安全性プロファイ
ルが確認されれば、ボファングルチドは隔週投与という利便性を武器に、GLP-1アゴニ
スト市場で重要な役割を果たすことが期待されます。さらには、心血管イベントリスク
低減効果や、NASH（非アルコール性脂肪肝炎）などの新たな適応症での開発も視野に
入れられる可能性があります。ボファングルチドの成功は、患者にとってより選択肢が
広がることを意味し、長期的な糖尿病・肥満管理の改善に貢献するでしょう。また、中
国の研究開発力が世界の医薬品イノベーションに与える影響力の拡大を示す一例ともな
ります。

元記事: https://www.healthline.com/health-news/biweekly-glp-1-shot-improves-blood-sugar-weight-

loss-clinical-trial

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.healthline.com/health-news/biweekly-glp-1-shot-improves-blood-sugar-weight-loss-clinical-trial
https://www.healthline.com/health-news/biweekly-glp-1-shot-improves-blood-sugar-weight-loss-clinical-trial


#19 PROTACsと分子糊が創薬の限界を打破：疾患原因タ
ンパク質を分解する新たな治療戦略が臨床評価中

概要

PROTACs（プロテオリシス標的キメラ）および分子糊は、従来の「占有駆動型薬理
学」の限界を克服し、疾患原因タンパク質を標的として分解する革新的な治療戦略と
して注目されています。これらのモダリティは、内在性ユビキチン-プロテアソーム系

を活性化することで機能し、標的タンパク質の完全な除去を目指します。特にARV-

110がヒト腫瘍での分解を実証し初期抗腫瘍活性を示したことは、腫瘍学、神経変性疾
患、炎症性疾患など幅広い領域での治療応用の可能性を大きく広げています。

公開日 日付不明  PMC  アメリカ



詳細

主要成果

標的タンパク質分解（Targeted Protein Degradation: TPD）技術、特にPROTACs（プロ
テオリシス標的キメラ）と分子糊は、従来の薬理学が標的の活性を阻害する「占有駆動
型」であったのに対し、疾患原因タンパク質自体を根こそぎ分解・除去するという革新
的なアプローチを提供します。この技術は、内在性のユビキチン-プロテアソーム系を
利用することで機能し、がん、神経変性疾患、炎症性疾患、感染症など、幅広い疾患領
域で大きな治療可能性を秘めており、すでに複数の候補薬が臨床評価段階に進んでいま
す。

技術・臨床詳細

PROTACsは、標的タンパク質に結合するリガンドと、E3ユビキチンリガーゼに結合する
リガンドをリンカーで連結した二機能性分子です。PROTACsは、標的タンパク質とE3リ
ガーゼを近接させることで、標的タンパク質のユビキチン化を誘導し、その後のプロテ
アソームによる分解を促進します。この「触媒的」な作用メカニズムにより、低分子量
のPROTACsでも、標的タンパク質を効率的に分解することが可能です。一方、分子糊は
より単純な小分子で、標的タンパク質とE3リガーゼの間に新たな相互作用面を誘導また
は安定化させることで、同様に標的タンパク質のユビキチン化と分解を引き起こしま
す。例えば、ARV-110は、アンドロゲン受容体（AR）を標的とするPROTACであり、去
勢抵抗性前立腺がん（CRPC）患者を対象とした臨床試験で、ヒト腫瘍におけるARタン
パク質の分解を初めて実証し、初期の抗腫瘍活性も報告されています。これは、
PROTACsがin vivoで機能し、治療効果を発揮する可能性を示す重要なマイルストーンと
なりました。PROTACsや分子糊は、酵素活性を持たないタンパク質（「undruggable

targets」）にもアプローチできるため、従来の創薬では不可能だった疾患標的への道を
開いています。



背景・業界文脈

従来の創薬アプローチは、タンパク質の活性部位に結合してその機能を阻害することに
主眼を置いてきました。しかし、これにより治療可能な疾患標的は限られており、多く
の場合、標的タンパク質の機能を完全に停止させることはできませんでした。TPD技術
は、この限界を根本から打ち破るものです。標的タンパク質を分解して除去すること
で、その機能を完全に廃止できるため、より強力で持続的な治療効果が期待できます。
この革新的なアプローチは、製薬業界に大きな興奮と投資をもたらしており、Arvinas、
Kymera Therapeutics、C4 Therapeuticsなど、多数のバイオテクノロジー企業がPROTAC

や分子糊の開発をリードしています。また、大手製薬企業も、この分野への参入やパー
トナーシップを通じて、パイプラインの強化を図っています。TPD技術は、従来の低分
子薬や生物学的製剤に次ぐ「第3のモダリティ」として位置づけられ、未だ満たされな
い医療ニーズの高い疾患領域に大きな希望を与えています。

今後の展望

PROTACsや分子糊の技術は急速に進化しており、今後数年間でさらに多くの候補薬が臨
床開発段階に進むと予想されます。主な研究開発の焦点は、選択性の向上、オフターゲ
ット分解の最小化、経口バイオアベイラビリティの最適化、そして幅広い疾患適応症へ
の展開です。特に、中枢神経系（CNS）疾患や自己免疫疾患における応用は、今後の重
要なフロンティアとなるでしょう。これらの技術は、従来の創薬が「薬にできない」と
見なしてきた数多くの疾患原因タンパク質を「薬にできる」標的へと変える可能性を秘
めています。さらに、AIや構造生物学の進展と組み合わせることで、より効率的かつ合
理的なPROTAC/分子糊の設計が可能となり、開発期間の短縮が期待されます。TPDは、
創薬の未来を根本的に変革し、患者に真に革新的な治療法を提供する可能性を秘めた、
最も期待される技術分野の一つです。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC8765495/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC8765495/


#20 RNA治療薬の最新動向：RNAi、ASO、mRNAが難病
標的を拓き、市場投入へ加速

概要

RNAベースの薬剤は、これまで「治療困難」とされてきた標的にも対処できる可能性
を示し、有望な治療技術として急速に浮上しています。本レビューでは、RNA干渉
（RNAi）、アンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）、メッセンジャーRNA

（mRNA）ベースの治療法など、5つの主要なRNAベース治療法について概説し、その
作用機序、開発状況、および将来の治療可能性を詳細に分析しています。これらの技
術は、遺伝子レベルでの疾患治療を可能にし、従来の薬剤ではアプローチできなかっ

た病態に新たな解決策をもたらすことで、医薬品市場に大きな変革をもたらすと期待
されています。

公開日 日付不明  PMC  アメリカ



詳細

主要成果

RNAベースの治療薬は、従来の創薬が標的とすることが困難であった疾患メカニズムに
対し、遺伝子レベルで介入する新たな可能性を切り拓いています。本レビューでは、
RNA干渉（RNAi）、アンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）、メッセンジャーRNA

（mRNA）ベースの治療法など、主要な5つのRNA治療モダリティが概説され、その優
れた治療可能性と急速な開発進展が強調されています。これらの技術は、様々な難病に
対する画期的な治療法の実現を加速させる、医薬品開発の最前線に位置しています。

技術・臨床詳細

RNA治療薬は、DNAからタンパク質への遺伝情報フローを標的とすることで、疾患関連
タンパク質の産生を抑制または誘導します。主要なモダリティは以下の通りです。

RNA干渉（RNAi）: siRNA（低分子干渉RNA）やmiRNA（マイクロRNA）を細胞内に
導入し、特定のmRNAの分解を誘導することで、そのmRNAから翻訳されるタンパク
質の産生を抑制します。例えば、高コレステロール血症治療薬のInclisiran

（Novartis）や、急性肝性ポルフィリン症治療薬のGivosiran（Alnylam）などが臨床
で承認されています。

アンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）: 特定のmRNAに相補的に結合する一本鎖
DNAまたはRNAアナログであり、mRNAの分解、スプライシング修飾、または翻訳阻
害を引き起こします。脊髄性筋萎縮症治療薬のNusinersen（Biogen）や、トランス
サイレチン型アミロイドーシス治療薬のTegsedi（Ionis Pharmaceuticals）などが代表
例です。

メッセンジャーRNA（mRNA）治療法: 特定のタンパク質の情報をコードするmRNA

を細胞に送達し、生体内で目的のタンパク質を発現させることで治療効果を発揮しま
す。COVID-19ワクチンでその有効性が広く認識されましたが、がん免疫療法や遺伝
子疾患の補充療法など、幅広い応用が期待されています。

アプタマー: 特定のタンパク質に高親和性で結合する一本鎖核酸（DNAまたはRNA）
であり、抗体と同様に標的タンパク質の機能を阻害します。

ガイドRNA（gRNA）: CRISPR-Cas9システムなどのゲノム編集技術において、特定
のDNA配列を標的とする際に使用されます。



これらの技術は、疾患の根本原因にアプローチできる可能性を秘め、従来の治療法では
到達できなかった標的にも対応可能です。

背景・業界文脈

従来の低分子薬や抗体医薬は、特定の酵素や受容体といった限られた標的を対象として
いました。しかし、ヒトゲノムの約80%は非コードRNAによって占められており、多く
の疾患は遺伝子発現の異常に起因します。RNA治療薬は、この広大な非コード領域や、
従来の薬剤では結合しにくいタンパク質標的（「undruggable targets」）に直接アプロ
ーチできるという独自の利点を持っています。COVID-19パンデミックにおけるmRNAワ
クチンの驚異的な成功は、RNA治療薬の安全性、有効性、そして迅速な開発能力を世界
に示し、この分野への投資と研究開発を爆発的に加速させました。製薬業界では、
Alnylam、Ionis Pharmaceuticals、Moderna、BioNTechといった企業がRNA治療薬の開発
をリードし、多くの大手製薬企業も提携や買収を通じてこの分野に参入しています。こ
れにより、RNA治療薬は急速に医薬品ポートフォリオの重要な柱となりつつあります。

今後の展望

RNA治療薬は、今後数年間でさらに多様な疾患領域へと応用範囲を広げると予想されま
す。特に、より効率的で安全な送達システム（例: 肝臓外ターゲティングLNP、エクソ
ソーム）、安定性の向上、そしてオフターゲット効果の最小化が主要な研究開発目標と
なります。個別化医療の進展、AIを活用したRNA配列設計、そして精密医療アプローチ
との組み合わせにより、遺伝性疾患、がん、感染症、自己免疫疾患などにおいて、真に
革新的な治療法が生まれるでしょう。RNA治療薬は、医薬品開発のパラダイムを根本的
に変革し、患者にこれまでにない治療選択肢を提供する可能性を秘めた、最も有望な技
術分野の一つであり、今後もその進化から目が離せません。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC9470505/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC9470505/


#21 siRNA送達技術の最前線：LNPとGalNAcコンジュゲ
ート、肝臓外ターゲティングが次世代イノベーションを牽
引

概要

siRNA（低分子干渉RNA）送達技術の分野では、リピドナノ粒子（LNP）とGalNAcコ

ンジュゲートが主要なプラットフォームとして確立されています。LNPは肝臓および
肝臓外への送達に柔軟性を持つ一方、GalNAcコンジュゲートは肝細胞特異的遺伝子サ
イレンシングにおいて、高い効力と持続性を示します。次世代のイノベーションは、

既存LNPの肝臓指向性限界を克服するための「肝臓外LNPターゲティング」や、肝臓外
の細胞型への到達を可能にするリガンドエンジニアリングに焦点を当てており、siRNA

治療薬の適用範囲を飛躍的に拡大する可能性を秘めています。

公開日 日付不明  BOC Sciences  アメリカ



詳細

主要成果

siRNA（低分子干渉RNA）の薬物送達において、リピドナノ粒子（LNP）とGalNAcコン
ジュゲートが二大プラットフォームとして確立されています。LNPは幅広い臓器への送
達ポテンシャルを持つ一方、GalNAcは肝細胞特異的な遺伝子サイレンシングに特化し
た高い効力と持続性を提供します。次世代のイノベーションは、LNPの肝臓指向性の限
界を克服する「肝臓外LNPターゲティング」と、肝臓外の多様な細胞型へのsiRNA送達
を可能にするリガンドエンジニアリングに焦点を当てており、siRNA治療薬の適用範囲
を大幅に拡大する突破口となることが期待されます。

技術・臨床詳細

siRNAは、特定のmRNAを分解することで標的タンパク質の発現を抑制する強力な治療
ツールですが、裸のsiRNAは不安定で細胞内への取り込みが非効率的であるため、効果
的な送達システムが不可欠です。LNPは、カチオン性脂質、ヘルパー脂質、コレステロ
ール、PEG化脂質から構成され、siRNAを安定に封入し、細胞膜との融合を通じて細胞
内へ放出します。LNPは、特に肝臓への効率的な送達に優れており、Pfizer/BioNTechや
ModernaのmRNAワクチンでその有効性が実証されました。しかし、LNPは主に肝臓に
蓄積する傾向があり、肝臓外の組織への送達には課題があります。一方、GalNAc（N-

アセチルガラクトサミン）コンジュゲートは、肝細胞表面に発現するアシアロ糖タンパ
ク質受容体（ASGPR）に高親和性で結合する糖鎖リガンドをsiRNAに直接結合させたも
のです。これにより、GalNAc-siRNAは肝細胞に特異的に取り込まれ、高い効力で肝臓
病の遺伝子サイレンシングを達成します。例えば、Alnylamの高コレステロール血症治
療薬Inclisiranや急性肝性ポルフィリン症治療薬Givosiranは、GalNAc技術を基盤としてい
ます。次世代のイノベーションとしては、LNPの表面を修飾して肝臓以外の特定の臓器
（例: 肺、脾臓、腎臓、腫瘍）にターゲティングする技術や、siRNAに新たなリガンド
（例: 抗体、アプタマー、ペプチド）を結合させて肝臓外の多様な細胞型へ送達するコ
ンジュゲート技術が活発に開発されています。これにより、CNS疾患、腎臓病、免疫疾
患など、より広範な疾患領域でのsiRNA治療の可能性が拓かれます。



背景・業界文脈

RNAi治療薬は、疾患原因遺伝子の発現を直接抑制することで、これまでの低分子薬や抗
体医薬では治療困難だった多くの疾患に革新的なアプローチを提供しています。しか
し、そのポテンシャルを最大限に引き出すためには、効率的で安全かつ標的指向性の高
い送達技術が不可欠でした。LNPとGalNAcコンジュゲートは、この課題に対する成功例
として、すでに複数のRNAi治療薬が市場に登場し、臨床的有用性を確立しています。こ
れにより、世界のRNAi治療薬市場は急成長を遂げ、数多くの製薬企業やバイオベンチャ
ーが新規送達プラットフォームの研究開発に巨額の投資を行っています。特に、肝臓以
外の組織・細胞への送達は、未だアンメットメディカルニーズが高い領域であり、次世
代の送達技術がこのボトルネックを解消することが期待されています。

今後の展望

siRNA送達技術は、今後も急速な進化を続けるでしょう。特に、肝臓外ターゲティング
を可能にするLNPのさらなる最適化と、より多様なリガンドを組み合わせたコンジュゲ
ート技術の進展が期待されます。例えば、特定の細胞型に発現する受容体や抗原を標的
とするリガンドの探索、あるいは複数のsiRNAを同時に送達する多機能ナノキャリアの
開発などです。また、AIを活用した送達システムのデザインや、生体適合性・生体分解
性に優れた新素材の開発も進むでしょう。これらの技術革新により、siRNA治療薬は、
がん、神経変性疾患、自己免疫疾患など、より広範な疾患領域において画期的な治療選
択肢を提供し、個別化医療の実現に大きく貢献することが予想されます。LNPとGalNAc

に続く「第3世代」の送達プラットフォームの登場が、siRNA治療の未来をさらに切り開
くことになるでしょう。

元記事: https://www.bocsci.com/research-area/lipid-nanoparticles-vs-galnac-conjugates-for-sirna-

delivery-pros-and-cons.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bocsci.com/research-area/lipid-nanoparticles-vs-galnac-conjugates-for-sirna-delivery-pros-and-cons.html
https://www.bocsci.com/research-area/lipid-nanoparticles-vs-galnac-conjugates-for-sirna-delivery-pros-and-cons.html


#22 高度な薬物送達を可能にする脂質ナノ粒子（LNP）：
核酸送達における臓器選択性と応用拡大

概要

脂質ナノ粒子（LNP）は、ナノスケールの薬物送達ベクターとして核酸送達、特に
siRNAおよびmRNA送達において画期的な進歩を遂げました。LNPの組成を慎重に最適
化することで、肝臓、脾臓、肺などの特定の臓器への選択的な蓄積が可能になること

が実証されています。この臓器選択的ターゲティング能力は、LNPが様々な疾患に対
する精密医療において、その応用範囲を大幅に拡大する重要なマイルストーンを確立
したことを意味します。

公開日 日付不明  BOC Sciences  アメリカ



詳細

主要成果

脂質ナノ粒子（LNP）は、核酸送達、特にsiRNAおよびmRNAの送達において、ナノス
ケールの薬物送達ベクターとして顕著な進歩を達成しました。LNPの組成を精密に最適
化することで、肝臓、脾臓、肺といった特定の臓器への選択的かつ効率的な核酸蓄積が
可能であることが実証されています。この臓器選択的ターゲティング能力は、LNPが幅
広い疾患に対する精密医療の基盤となり、その治療応用の可能性を飛躍的に拡大する重
要なマイルストーンを確立したことを意味します。

技術・臨床詳細

LNPは、カチオン性脂質、ヘルパー脂質、コレステロール、およびPEG化脂質という4つ
の主要な脂質成分から構成されています。これらの成分の比率と構造を調整すること
で、LNPの物理化学的特性（サイズ、表面電荷、安定性）を制御し、結果として生体内
での動態と臓器分布を変化させることができます。例えば、特定のイオン化可能なカチ
オン性脂質を用いることで、LNPはエンドソームからの核酸放出を促進し、標的細胞で
の有効性を高めます。さらに、PEG化脂質の導入は、LNPの血中滞留時間を延長し、免
疫クリアランスを回避するのに役立ちます。近年の研究では、LNPの脂質組成や表面に
特定のリガンド（例: 糖、ペプチド、抗体）を導入することで、肝臓だけでなく、脾
臓、肺、さらには腫瘍組織など、様々な臓器や細胞型へのLNPの選択的送達が可能にな
ることが示されています。例えば、アニオン性脂質や特定のポリマーの導入により肺へ
のターゲティングを増加させたり、特定のカチオン性脂質の選択により脾臓への送達を
向上させたりする戦略が開発されています。これらのLNPは、がん治療のためのmRNA
ワクチン、遺伝性疾患の遺伝子治療、感染症予防のためのmRNAワクチンなど、幅広い
臨床応用において検証されています。



背景・業界文脈

核酸治療薬（遺伝子治療、RNAi治療、mRNAワクチンなど）は、疾患の根本原因に介入
する能力から、医薬品開発の最前線に位置しています。しかし、核酸自体は電荷を帯び
ており、不安定で細胞膜を通過しにくいため、効果的な生体内送達システムがその実用
化の鍵でした。LNPは、この課題を克服する最も成功した技術の一つであり、特に
COVID-19 mRNAワクチンでの実績を通じてその有効性と安全性は広く認知されまし
た。初期のLNPは主に肝臓への送達に優れていましたが、疾患の多様性を考慮すると、
肝臓以外の臓器への精密な送達が強く求められていました。臓器選択的LNPの開発は、
従来の治療法では到達困難であった標的に対する新たな治療アプローチを提供し、精密
医療の実現に向けた重要なステップとなります。製薬業界では、LNP技術の最適化と応
用拡大に巨額の投資が行われており、専門のDDS企業がイノベーションをリードしてい
ます。

今後の展望

臓器選択的LNP技術は、今後も急速な発展を続けると予想されます。主な研究開発の焦
点は、より洗練されたリガンドの発見と導入、多機能性LNPシステムの設計、そして製
造プロセスのスケールアップと標準化です。AIや機械学習を活用したLNP組成の最適化
や、標的細胞特異的な応答性LNPの開発も進むでしょう。これにより、LNPは遺伝性疾
患、がん、自己免疫疾患、感染症など、より広範な疾患領域において、薬物を正確かつ
効率的に届けることを可能にし、個別化医療の基盤技術としての地位を確立すると期待
されます。LNP技術の進化は、核酸治療薬の潜在能力を最大限に引き出し、患者に革新
的な治療選択肢を提供する未来を切り拓くでしょう。

元記事: https://www.bocsci.com/nanoparticles/resources/lipid-nanoparticles-in-drug-delivery-systems-

advancements-mechanisms-and-applications.html

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bocsci.com/nanoparticles/resources/lipid-nanoparticles-in-drug-delivery-systems-advancements-mechanisms-and-applications.html
https://www.bocsci.com/nanoparticles/resources/lipid-nanoparticles-in-drug-delivery-systems-advancements-mechanisms-and-applications.html


#23 RNA治療薬パイプラインが加速：20社以上が90超の
候補薬を開発中、MirumとRegeneronが第3相を開始

概要

DelveInsightの「RNA Interference Pipeline Insight 2026」レポートによると、RNA治療
薬のパイプラインが大幅に加速しており、現在20社以上の製薬会社が90以上の候補薬
を開発しています。特に、2026年6月にはMirum Pharmaceuticalsが慢性B型肝炎ウイル

ス（HDV）感染症治療薬ブレロビツグの第3相試験を開始し、Regeneron

Pharmaceuticalsが発作性夜間ヘモグロビン尿症（PNH）患者向けのALN-CFBを研究し
ていることが報告されています。これらの進展は、RNA治療薬が多様な疾患領域で有

望な選択肢として浮上し、臨床応用への道筋を着実に進めていることを示していま
す。

公開日 2026年07月08日  Barchart (DelveInsightより)  インド



詳細

主要成果

DelveInsightの「RNA Interference Pipeline Insight 2026」レポートが示す通り、RNA治
療薬のパイプラインは著しい加速を見せており、現在20社以上の製薬企業が90以上のパ
イプライン薬を精力的に開発しています。特に注目すべきは、2026年6月にMirum

Pharmaceuticalsが慢性B型肝炎ウイルス（HDV）感染症治療薬ブレロビツグの第3相試験
を開始したこと、そしてRegeneron Pharmaceuticalsが発作性夜間ヘモグロビン尿症
（PNH）患者向けのALN-CFBを研究していることです。これらの動きは、RNA治療薬が
多様な疾患領域において革新的な治療法として台頭し、臨床応用の実現に向けて着実に
進展していることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

RNA治療薬は、核酸（mRNA、siRNA、ASOなど）を基盤とした薬剤であり、遺伝子発
現レベルで疾患に介入する能力を持ちます。siRNA（低分子干渉RNA）は、特定の
mRNAを標的として分解を誘導し、病原因子となるタンパク質の産生を抑制します。
ASO（アンチセンスオリゴヌクレオチド）は、mRNAの翻訳を阻害したり、スプライシ
ングを調節したりすることで機能します。Mirum Pharmaceuticalsのブレロビツグは、
HDV RNAを標的とするsiRNAベースの治療薬であり、慢性B型肝炎ウイルスと同時に
HDVに感染した患者に対する画期的な治療薬として期待されています。第3相試験で
は、ウイルス学的奏効率（血中のHDV RNAレベルの有意な低下）と安全性プロファイ
ルが主要な評価項目となります。一方、Regeneron Pharmaceuticalsが開発中のALN-CFB

は、補体因子B（CFB）を標的とするsiRNA治療薬であり、発作性夜間ヘモグロビン尿症
（PNH）という希少血液疾患の治療を目指しています。PNHでは、補体経路の過剰な活
性化が赤血球破壊を引き起こすため、CFBのノックダウンは補体経路を抑制し、溶血を
軽減する可能性があります。これらの薬剤は、いずれもLNP（脂質ナノ粒子）やGalNAc

コンジュゲートといった最先端の送達システムを利用しており、核酸の安定性と細胞内
取り込み効率を大幅に向上させています。



背景・業界文脈

RNA治療薬の分野は、COVID-19パンデミックにおけるmRNAワクチンの成功により、そ
の開発ポテンシャルと市場価値が世界的に再認識されました。これにより、感染症、が
ん、遺伝性疾患、心血管代謝疾患など、幅広い疾患領域でRNAベースの治療薬開発が爆
発的に加速しています。従来の低分子薬や抗体医薬では難しかった「undruggable
targets」へのアプローチが可能である点が、RNA治療薬の最大の魅力です。Alnylam

Pharmaceuticals、Ionis Pharmaceuticals、Modernaといったパイオニア企業が市場をリ
ードする一方、MirumやRegeneronのような企業も、特定のアンメットメディカルニー
ズが高い領域でRNA治療薬の臨床開発を推進しています。特に、HDV感染症は既存の治
療選択肢が限られており、ブレロビツグのような革新的な治療薬への期待は高いです。
PNHのような希少疾患も、RNAi技術による精密な遺伝子サイレンシングが有効な治療
法となる可能性を秘めています。

今後の展望

RNA治療薬のパイプラインの加速は、今後数年間でさらに多くのRNAベースの治療薬が
市場に登場することを示唆しています。特に、より効率的で臓器選択的な送達システム
の開発（例: 肝臓外LNPターゲティング）、安全性の向上、そして広範な疾患適応症へ
の展開が主要な研究開発目標となります。AIや機械学習を活用したRNA配列設計や、個
別化医療に向けたRNA治療薬の開発も進むでしょう。Mirumのブレロビツグの第3相試
験の結果は、HDV感染症治療のパラダイムを大きく変える可能性があり、Regeneronの
ALN-CFBの研究もPNH患者に新たな希望をもたらします。RNA治療薬は、疾患の根本原
因にアプローチし、患者の生活の質を劇的に改善する可能性を秘めた、医薬品開発にお
ける最も重要なフロンティアの一つであり続けるでしょう。

元記事: https://www.barchart.com/story/news/3193513/rna-therapies-pipeline-accelerates-as-20-

pharma-companies-rigorously-develop-drugs-for-market-entry-delveinsight

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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